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〔開会 午前 ９時５９分〕 

議長（村田幸隆議員） おはようございます。 

 これより平成２７年第３回尾鷲市議会定例会を開会いたします。 

 開会に当たり、市長より御挨拶があります。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 皆さん、おはようございます。 

 議員の皆様には、大変お忙しい中、平成２７年第３回定例会に御出席を賜りま

して、まことにありがとうございます。 

 本定例会には、「尾鷲市個人情報保護条例の一部改正について」を初めとする

議案１６件と、「人権擁護委員候補者の推薦について」の諮問が３件、「平成２

６年度健全化判断比率及び平成２６年度資金不足比率の報告について」の報告２

件を提出させていただきました。何とぞよろしく御審議をいただき、御承認を賜

りますようお願い申し上げ、簡単ではございますが、開会の御挨拶とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（村田幸隆議員） これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１２名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 本日の欠席通告者は、７番、三鬼和昭議員は病気のため欠席であります。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより

議事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第１号により取り進めた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において、８

番、南靖久議員、９番、榎本隆吉議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りをいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期日程表のとおり、本日から９月２８日

までの２８日間といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２８日
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までの２８日間と決定をいたしました。 

 次に、日程第３、議案第４６号「尾鷲市個人情報保護条例の一部改正につい

て」から日程第１７、議案第６０号「平成２６年度尾鷲市水道事業会計未処分利

益剰余金の処分及び決算の認定について」までの計１５議案を一括議題といたし

ます。 

 ただいま議題となりました１５議案につきましては、朗読を省略し、直ちに提

案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 平成２７年第３回定例会の開会に当たり、提案についての御説

明に先立ちまして、当面する諸課題の現況説明及び市政の要点を申し述べ、議員

各位並びに市民の皆様の深い御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 初めに、地方創生に向けた取り組みであります。 

 本市では、人口減少の課題に取り組み、地域の自立的な活性化を目指すための

５カ年計画である尾鷲市版総合戦略の策定に向け取り組んでおります。 

 総合戦略の策定については、全庁横断的な体制をとるため、関係課で構成する

尾鷲市まち・ひと・しごと創生推進本部を設置し、人口減少の克服と地域の持続

的な活性化に向け、取り組んでいるところであります。 

 さらに、総合戦略の策定を効果的に推進していくため、三重大学社会研究セン

ター社会連携特任教授の松井純さんを座長とした産業、教育、金融、労働、メデ

ィア、市民の外部有識者１３名で構成する尾鷲市地方創生会議において、その方

向性や具体案について審議、検討するなど、広く関係者の皆様の御意見をいただ

いております。 

 また、市職員係長級で構成する作業部会では、尾鷲市地方創生会議から一部の

委員の方々も御参加いただき、行政だけでなく戦略策定の段階から外部の方の御

意見をより広く反映させる体制をとっております。 

 現時点での本市総合戦略案におきましては、国の基本目標を勘案し、安定した

雇用を創出する、新しい人の流れをつくる、若い世代の結婚、出産、子育ての希

望をかなえる、時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに地域と

地域を連携するの４本柱による構成を考えております。 

 これらの４本柱は、それぞれ単独で行うのではなく、地方創生の最大のテーマ

である人口減少問題の克服に向け、それぞれが連動することによって仕事がつく
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られ、それが人を呼び、さらに人が仕事を呼び込む好循環が確立されれば、まち

には活力があふれることになり、そのことから人々が安心して働き、希望どおり

結婚し、子供を産み育てることができる地域社会が実現可能になると考えており

ます。 

 今後、議員の皆様、地方創生会議委員の皆様の御意見や御提案をいただくとと

もに、市民の皆様にパブリックコメントという形で広く意見をいただきながら、

１０月末日完成を目標に策定に取り組んでまいりたいと考えております。 

 なお、総合戦略策定に先立ちまして、地方創生における国の交付金を活用した

９事業を本定例会に補正予算計上させていただいております。 

 次に、食のまちづくりについてであります。 

 昨年度策定いたしました尾鷲市「食」のまちづくり基本計画におきましては、

町なかへの誘客につながるソフト事業の仕組みづくりを一つのポイントとして掲

げております。 

 一昨年より尾鷲商工会議所と市内の飲食店等が中心となって取り組む尾鷲旬の

コツまみバル事業は、徒歩圏内に飲食店等が集積、点在する立地条件などにより、

尾鷲らしさを生かした取り組みとして消費者の支持を得ております。 

 この仕組みを生かしつつ、新たな視点での活性化の手法を研究し、観光資源と

の連携による誘客の仕組みづくりを立案、実施することが町なかへの誘客につな

がり、食のまちづくりの取り組みを進める上で有効であると考えております。 

 今回、地方創生における国の交付金を活用して、食の産業開発促進事業補助金

を創設し、尾鷲旬のコツまみバル事業をさらに発展、進化させていくために専門

家等を交えた尾鷲の食材を活用したバルメニューの開発を行っていきたいと考え

ております。 

 加えて、新たなイベント等の事業立案、また、バルをキーワードとしたまちづ

くりに活用していくためのシンボルフラッグやロゴマークなどのデザイン等の事

業について、尾鷲商工会議所に助成を行い、飲食、物販、食品製造業等への波及

効果につなげていくとともに、事業者や関係団体と連携し、官民一体となって食

をテーマとしたまちづくりに取り組んでいきたいと考えております。 

 次に、水産業の振興事業についてであります。 

 尾鷲市「食」のまちづくり基本計画における食で攻める取り組みとして、水産

物の高付加価値化や流通促進、商品開発等を進めております。 

 本市の魚類養殖は、ハマチ養殖で発展してきましたが、その後マダイ養殖への
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転換が進み、現在では県下有数の養殖マダイの産地となっております。しかし、

近年、全国的なマダイ生産の増加に伴い浜値が低迷し、新たな養殖対象魚種を模

索の中でトラフグ、シマアジ等の養殖が進められておりますが、新魚種養殖は技

術的、経営的にも課題が多く、魚類養殖の生産は伸び悩んでいる状況にあります。 

 そのような中において、マハタは天然物の漁獲量が少なく、透明感のある美し

い白身は極めて美味との評価も高いことから、高値で取引される高級魚であり、

市場競争力のある新しい養殖対象魚として量産化が進められているとともに、種

苗生産技術の向上やワクチンの開発によって養殖の生産量も安定している状況に

あります。 

 本市では、これまで新しい養殖魚種の開発を目的にマハタの試験養殖に取り組

み、試験事業で得られた技術的な知見等については、マハタ養殖の手引として取

りまとめ、養殖技術の普及に努める一方で、おわせマハタ協議会などにおいて、

地域内外へのマハタの知名度向上等に取り組んできたところであります。 

 これらを受けて、今般、地方創生における国の交付金を活用し、尾鷲市海面養

殖振興協議会が主体となって取り組む、地域産品を有効活用したおわせマハタブ

ランド化事業に対し助成を行うとともに、水産関係団体、大学等の研究機関及び

行政が連携し、地域産品を添加したオリジナル飼料や新たなレシピの開発に取り

組むことにより、新たな販路拡大と流通促進を促し、おわせマハタのブランド強

化を図ってまいります。 

 また、東紀州地域で養殖が開始されているヒロメにつきましては、本市におい

ても大曽根・早田・古江地区では、漁協、漁業者、県、市の連携のもとヒロメの

試験養殖に取り組み、新たに藻類養殖の区画漁業権を取得し、ヒロメの本格的な

養殖生産と特産品化を目指すなど、新たな取り組みが始まっております。 

 加えて、本市並びに紀北町の生産者、漁協、県と市の行政機関で組織される東

紀州ヒロメ養殖協議会は、これまで養殖、加工、保存技術の向上のため共同で取

り組んできた結果、一定の技術水準に達し体制は整いつつある一方で、ヒロメの

知名度の向上、販路の拡大が課題となっております。 

 そこで、今回、本市と紀北町において、地方創生における国の交付金を活用し、

東紀州ヒロメ養殖協議会補助金を創設し、協議会が実施する東紀州ヒロメの魅力

発信に向けた活動や商品開発等に取り組むとともに、都市部での展示会場等への

出展など販売促進を実践する事業等について支援を行ってまいります。 

 今後は、市内の他地区においても、藻類養殖を希望する漁業者への技術的支援
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を行うとともに、さらなる養殖技術の向上のために引き続き漁業者と共同で試験

に取り組み、技術普及に努めてまいります。 

 次に、商工振興についてであります。 

 ヤーヤ便事業につきましては、７年目を迎え、本年度もふるさと納税者にヤー

ヤ便を返礼品として贈る取り組みも含め、大変人気となっております。 

 本年度は、新たに三重テラスやテラスゲート土岐でのＰＲを行うとともに、テ

レビ放送や多数の新聞等でも掲載していただき、新規申し込みがふえるとともに

リピーターからの申し込みも過去最高の８７７件となり、結果として夏便の申込

件数が前年比４６％アップの２,７４８件と過去最高の実績となりました。 

 このことについては、これまでの地道なＰＲや情報発信活動に加え、地域のす

ぐれた特産品とともに、その生産者、風土やイベント等を掲載した地域情報紙も

加えて、丸ごとお届けするという企画の趣旨が受け入れられたことも一因である

と考えており、今後とも関係団体及び事業者と地域一体で取り組んでまいります。 

 次に、地域商品券発行補助金につきましては、市内消費喚起につなげるととも

に、ストロー現象と呼ばれる都市部への消費流出などによる市内経済への影響対

応策として、地方創生における国の交付金を活用し尾鷲商工会議所に商品券発行

の助成を行った上で、関係団体と連携しながら取り組んでおります。 

 今回の地域商品券では尾鷲商工会議所において、１０％のプレミアムつきつば

き振興券を総額２億７,５００万円、２万５,０００冊を発行し、参加店舗数も２

０８店舗と前年を上回る店舗数となっております。 

 ７月２５日には、子育て世帯向けの先行販売を行い、６７９名の方に３,１３

６冊を販売しました。また、市内全域でお求めいただけるよう各コミュニティセ

ンターでの予約販売を含め７月２７日から一般販売を開始し、大変好評をいただ

いた結果、８月２６日には完売いたしました。 

 今回のつばき振興券につきましては、実行委員会の独自の取り組みといたしま

して、総額１００万円相当の商品が購入者３００人に当たるお楽しみ抽せん会の

開催が来年２月に予定されております。 

 また、尾鷲よいとこスタンプ会におきましては、商品券の取り組みに絡めて、

同会加盟のつばき振興券参加店４８店において買い物をされたお客様を対象につ

ばきマル得抽せん会の開催が１０月と来年の２月に予定されており、この機会に

御活用いただきたいと思っております。 

 次に、地方創生における国の交付金を活用した観光振興についてであります。 
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 来年５月の伊勢志摩サミット等も見据え、外国人旅行者に向けて地域消費喚起

策として、ホームページや尾鷲観光マップ等を多言語化することによって、外国

人旅行者に対する本市の観光資源等の情報発信機能を強化してまいります。 

 また、情報発信力のあるメディア関係者等に対して、本市をめぐるモニターツ

アーを開催し、本市の観光資源を体感してもらうことによって、新たな情報発信

を行っていただき、観光入り込み客の増加などを図ってまいります。 

 次に、おわせ港まつりについてであります。 

 去る８月１日に第６５回おわせ港まつりが市民参加型イベントとして、わがら

のまちの花火、わがらで打ち上げようをキャッチフレーズに開催されました。 

 当日は、魚市場でイタダキ市や魚つかみ大会及び伝統のカッター大会が開催さ

れ、特設ステージではソーラン踊りやフラダンスチームを初め、昨年の尾鷲節コ

ンクール優勝者の細川澄美枝さん、尾鷲節保存会、坂東流柳蛙会による尾鷲節や

ロックジャムと尾鷲節保存会こども太鼓による太鼓饗宴など多彩な催しが行われ

ました。 

 クライマックスの海上花火大会では、尾鷲港ならではの迫力ある花火が夜空を

彩り、市民並びに来訪者の皆様にも御満足いただけたものと思っております。 

 開催に当たり、御支援、御協力を賜りましたおわせ港まつり実行委員会、ごみ

ナビゲート等のボランティア及び市民の皆様には、改めて敬意を表するとともに

深く感謝を申し上げます。 

 次に、秋のイベントについてであります。 

 まずは、１０月１８日に市内外の方々にみえ尾鷲海洋深層水に親しんでいただ

くイベントとして、市内のアクアステーションにおいて、みえ尾鷲海洋深層水、

深層水フェスタ２０１５が開催されます。 

 このイベントでは、中庭の海洋深層水タッチプールで行われる魚のつかみ取り

を初め、足湯体験や海洋深層水クイズ、地元アクアサポート古江の皆様による魚

御飯やぜんざい等の振る舞いなど盛りだくさんの内容で開催されます。ぜひこの

機会に、みえ尾鷲海洋深層水に親しみながら楽しんでいただきたいと思います。 

 次に、１１月７日には、市内の水産業関係者などで組織される尾鷲港産地協議

会の主催により、魚食普及を図る目的として、おいしい魚をもっと身近に感じて

もらうため、第５回おわせ魚まつりが尾鷲魚市場で開催されます。当日は、お刺

身や大敷汁、干物などさまざまな魚介類が味わえる試食コーナーや競り体験等が

開催されるとともに、事前公募のイベントとして定置網漁業体験や養殖業体験、
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干物づくり体験、タイの三枚おろし教室などが予定されております。大変盛りだ

くさんのイベント内容で開催されますので、ぜひ御来場ください。 

 次に、今回で第３０回の記念大会を迎える全国尾鷲節コンクールが１１月７日、

８日の２日間にわたり開催されます。全国各地の皆様が自慢の歌声を披露される

とともに、第２１回大会からの歴代優勝者によるチャンピオン大会も予定されて

おります。 

 当日はさまざまなアトラクションなども盛り込まれ、また、会場付近では、本

市の特産品を取りそろえた物産展も同時開催されますので、ぜひとも、市内外の

多くの方に御来場をいただき、伝統ある尾鷲節のよさを改めて体感していただき

たいと思っております。 

 また、１１月２１日、２２日には、第１２回おわせ海・山ツーデーウォークを、

三重県立熊野古道センターをスタート、ゴールの会場として、世界遺産熊野古道

の馬越峠と八鬼山越えを中心にこれまで同様、日本ウオーキング協会公認の６コ

ースで開催いたします。本大会においては、全国からお越しいただいた皆様と市

民の皆様との触れ合いが大きな魅力でもありますので、ぜひとも御参加をいただ

き、地元からの盛り上げと観光交流の推進に御協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 次に、林業振興についてであります。 

 森林環境創造事業につきましては、環境林としての整備計画に基づいた森林を

対象としておりますが、現在、標準地調査を実施しており、この調査をもとに間

伐事業の実施に向け準備を進めております。 

 事業実施によって適正に管理が行われた森林となることで、水源の涵養、土砂

流出防止といった森林の持つ公益的な各機能が向上するだけでなく、林業生産活

動の活性化につなげてまいります。 

 地方創生における国の交付金を活用した特別尾鷲産材活用促進事業につきまし

ては、６月１日から７月１７日までの間、募集を実施したところ１件の申し込み

があり審査の結果、募集要件を満たしていることから交付決定したところであり

ます。 

 今後のスケジュールにつきましては、交付決定要件の一つである尾鷲ヒノキを

使ったモデル住宅として展示会を２日間開催することとしており、施主、設計業

者を含め十分な打ち合わせを行い、展示会開催に向け準備を進めてまいります。 

 さらに、尾鷲木材協同組合に協力を求め、組合所有の尾鷲ヒノキを使ったモデ
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ル住宅を活用し、特別尾鷲産材活用促進事業による住宅の展示会との同時開催の

準備も進めており、建築材としての尾鷲ヒノキの需要がより一層高まるようＰＲ

に努めてまいります。 

 また、来年５月に伊勢志摩サミットの開催が決定されたことに伴い、去る８月

１０日に知事に対し、紀北町との連名で首脳会議用テーブルに尾鷲ヒノキを使用

していただくよう要望書を提出したところであります。 

 本市といたしましても、高い評価と信頼を得ている尾鷲ヒノキを国内のみなら

ず世界に向けＰＲしていく千載一遇の契機と捉え、地域一体となり推し進めてい

きたいと考えております。 

 次に、市有林事業についてであります。 

 市有林主伐事業につきましては、主伐計画に基づき、本年度もクチスボ地区に

おいて実施しているところであります。 

 事業実施によって主伐材が市場に流通することによる地元林業の活性化、主伐

材を安定的に供給していく体制づくりとして林齢構成の平準化、森林の持つ水源

涵養機能等といった公益的機能の確保、維持の三つの便益が得られるものと考え

ております。契約につきましては先月に締結しており、現在は施業地での主伐木

の伐採、搬出の準備を進めているところであります。 

 また、主伐実施における新たな取り組みとして、市場へ尾鷲ヒノキを安定供給

するという主伐計画の趣旨を前提に、立木を直接売り払う市有林直接売払事業を

計画いたしました。この事業におきましては、事業実施箇所の選定や実施方法に

ついて慎重に検討を重ねてきた結果、本定例会に補正予算計上させていただいて

おり、詳細につきましては、所管の委員会にて御説明させていただきます。 

 次に、農業振興についてであります。 

 天満地区農地におきまして、中山間地域に位置し農業生産条件が不利となって

いることから、これを支援するため５年間の協定期間を締結し、昨年まで第３期

中山間地域等直接支払事業を実施してまいりましたが、当該地区からの強い要望

を受け、本年度から平成３１年度までの５カ年の集落協定を新たに締結し、第４

期中山間地域等直接支払事業をスタートいたしました。これにより、天満地区で

の農地の保全や農業生産の支援を図りながら農業の持つ多面的機能の確保に努め

てまいります。 

 次に、獣害対策であります。 

 獣害パトロール員による見回りや追い払いにつきましては、被害多発地域にお
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いて一定の成果が出ていることから、引き続き継続してまいります。 

 また、獣害被害が多発している地区において、追い払いだけでは対応し切れな

いこともあり、本年度から三重県猟友会尾鷲支部の協力のもと、ニホンザル捕獲

奨励金制度に加え、イノシシ並びにニホンジカにおいても国の有害鳥獣緊急捕獲

活動支援事業を活用し、捕獲に対する報奨金を設けているところであります。 

 先月末現在、有害鳥獣に指定しているニホンザルについては１２頭、イノシシ

２８頭、ニホンジカにおきましては予算枠上限の１２０頭が既に捕獲されている

ところであり、積極的な頭数調整が図られているところであります。 

 次に、昨年から、地域におけるより望ましい学校のあり方について検討を進め

ている三木小学校、三木里小学校につきましては、既に御報告しておりますよう

に両校が統合された新しい学校を目指す新しい学校づくり準備会において、自然

や活力を生かし、地域とともにつくるコミュニティスクールづくりが提案される

とともに両地区からの参加者間における密接な協働関係が構築され、新しい学校

づくりを支えていく体制もつくられてきております。 

 また、去る７月２８日には、賀田小学校の保護者を対象に教育懇談会を開き、

現在の同校における教育の現状とこれに関する要望や意見をお聞きしました。こ

の中でも、小規模校に対する不満や不都合などの意見はなく、むしろ小規模校な

らではのきめ細かい指導や学校全体が家族的であることなどのよさが言われてお

りました。これらを受けて、教育委員会では尾鷲市立小中学校の配置計画の再検

討を進めてきておりますので、その内容を本定例会の所管の委員会におきまして

御報告させていただきます。 

 次に、おわせっこ共育フェスティバルについてであります。 

 共育フェスティバルはことしで３回目を迎え、１１月２７日にせぎやまホール

で開催いたします。 

 共育フェスティバルは、子供たちが見合い、聞き合う、学びの場として、また、

子供たちの自信や意欲につながる体験の場として定着してきております。今回は、

尾鷲小学校、矢浜小学校、三木小学校、輪内中学校の４校が発表を予定しており

ます。また、４校の発表に加え、特別企画として中学生によるビブリオバトルの

実施を計画しております。 

 ビブリオバトルとは、発表参加者が読んでおもしろいと思った本を持ち寄り、

各自が５分間その本の紹介を行った後、どの本を一番読みたくなったかを決める

本の紹介コミュニケーションゲームです。 
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 読書への関心を高めながら、子供たち同士のコミュニケーションを活性化させ、

互いの結びつきを深める活動として注目しております。 

 保護者や地域の皆様方にもぜひ御来場いただき、おわせ人として次代を担う子

供たちに励ましの御声援を送っていただきたいと思います。 

 次に、学校における図書活動の推進についてであります。 

 本年度、小中学校における図書購入費を大幅に増額し、各校の蔵書の充実を図

るとともに、本市独自に図書館司書２名を雇用し、児童・生徒が利用しやすい学

校図書館の環境整備を図っております。 

 ７月には、ＮＰＯ法人絵本による街づくりの会理事で、今・昔語り部として活

動されている禅定正世さんによる本についての語りを尾鷲中学校、輪内中学校、

賀田小学校の３校において実施し、好評を博しました。 

 １０月には外部講師を招聘し、小中学校の図書担当や司書を対象にした研修会

を開催する予定であります。 

 さらに読書への関心を高め、子供たち同士のコミュニケーションを活性化させ、

互いのつながりを深めることを目的に尾鷲中学校及び輪内中学校の生徒を対象と

して、皇學館大学准教授の岡野裕行さんの指導によるビブリオバトルの講座開催

を予定しております。 

 また、市内の全児童・生徒に市立図書館の個人貸し出しカードを作成してもら

うことで市立図書館をより身近に感じてもらい、さらなる利用向上につなげる取

り組みも実施しております。読書活動は、子供が言葉を学び、感性を磨き、表現

力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく

上で欠くことのできないものと捉え、今後とも活動を推進してまいります。 

 次に、子育て支援についてであります。 

 本市では、昨年度から市民との協議の場づくりとして、尾鷲子育てまちづくり

座談会を実施するとともに、地域での見守りや自然などの強みを生かした子育て

したいまちづくりと弱みを補い、子育て環境を整える子育てしやすいまちづくり

を進めております。 

 今回、これまでに子育てまちづくり座談会等で議論された課題を解決していく

ため、地方創生に係る国の交付金を活用し、見守り子育て推進事業、本読み子育

て推進事業、わんぱく子育て×尾鷲学魅力発信事業を行いたいと考えております。 

 今後、これらの事業を進める中で、さまざまな立場の市民の皆様とともに、地

域全体での見守り、子育てに関連する組織、団体の連携強化を図ってまいります。 
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 一方、尾鷲市子ども・子育て支援事業計画に基づき、学校教育、保育を初め延

長保育などの特別保育事業や放課後児童クラブ、乳児訪問や養育支援など、保護

者のニーズに合わせたさまざまな子育て支援にも取り組んでおります。 

 加えて、地方創生に係る国の交付金利用による子育て支援として、多くの子育

て世帯に御利用いただいたプレミアムつき商品券の購入補助のほか、既に１１世

帯が対象となった第３子が生まれた世帯に対する２年間にわたる紙おむつ購入助

成、小学生全員を対象とした歯科検診とフッ素塗布事業のほか、妊娠を望む夫婦

への特定不妊治療費補助事業、任意の予防接種についての全額助成、さらには子

ども医療費助成の対象を中学生の入院に拡大するなど、一層の子育て支援に取り

組んでおり、今後もみんなが子供を育み、心豊かに暮らせるまちに向けた施策を

進めるとともに、子育てしたいまちづくり、子育てしやすいまちづくりを促進し

てまいります。 

 次に、津波浸水域に立地している尾鷲第三保育園及び矢浜保育園の安全な場所

への移転や尾鷲第四保育園の耐震化につきましては、尾鷲市保育所整備基本計画

に基づき進めているところであります。 

 現在、建設中の矢浜保育園につきましては、第４回臨時会において変更契約を

認めていただいたことにより順調に建設を進めており、今後も一日も早い安全安

心な保育環境の整備を進めてまいります。 

 次に、防災訓練についてであります。 

 去る８月３０日に予定しておりました尾鷲市防災訓練は、自分の命は自分で守

る自助、ともに協力して助け合う共助の防災意識が極めて重要であることを鑑み、

２部構成によって開催する予定でありましたが、大雨注意報が発令中であったた

め中止とさせていただきました。 

 本日９月１日は防災の日に制定されていることでもあり、改めて自助、共助の

防災意識が極めて重要であることを市民の皆様に十分認識していただきたいと考

えております。 

 また、９月２７日は、今回の訓練目的であった防災意識醸成に加え、尾鷲消防

署職員や地元消防団員を含めた関係機関との連携強化を図るため、小規模特別養

護老人ホームあかつき付近で火災が発生したと想定する尾鷲市消防団、尾鷲消防

署合同訓練を予定しております。今後も、消防団、消防署との連携強化を図るだ

けでなく、地域住民への防災・減災意識向上のため、年に数回このような実践に

即した訓練を計画していきたいと考えております。 
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 次に、都市基盤整備についてであります。 

 まず、都市計画道路尾鷲港新田線につきましては、折橋墓地付近の未開通区間

が県で事業化されることとなり、今年度につきましては測量及び調査設計が実施

されております。 

 この尾鷲港新田線は、避難用道路としての機能はもとより、光ヶ丘地区の広域

防災拠点と尾鷲港港湾計画に基づき、耐震整備された第４岸壁とを結ぶ緊急時の

物資輸送道路としても大変重要な幹線道路でありますので、早期完成に向け県と

一体となって取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、橋梁の整備につきましては、平成２４年度に所管橋梁の点検を行い、利

用頻度、危険度等を分析し、優先順位等を定めた尾鷲市橋梁長寿命化修繕計画を

策定し、順次整備を行っているところであります。 

 本年度は計画に従い、老朽化が著しく、耐震化されていない尾鷲神社前の宮前

橋のかけかえ工事を進めているところであり、このたび新しい宮前橋が完成し、

去る８月１１日から供用開始いたしました。これによって、生活道路としての機

能の向上とともに、地震など非常時における付近住民の緊急避難用の経路が確保

されたと考えております。なお、古い宮前橋については、渇水期の１２月に撤去

を行い、全ての工事が完了する予定であります。 

 今後も、市民の安全安心なまちづくりのため、市内橋梁の耐震化に向けて順次

取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、水産基盤整備についてであります。 

 漁港施設の長寿命化を図りつつ、更新コストの平準化、縮減を図るための水産

基盤ストックマネジメント事業につきましては、平成２５年度より須賀利漁港機

能保全工事に着手し、第二貝殻防波堤及び市場前物揚げ場の機能保全工事を行っ

ているところであります。 

 これまで、第二貝殻防波堤の本体取りつけ部の空洞化対策工事、市場前物揚げ

場の東側、延長１００メートル、西側、延長２１７メートルの上部工及び鋼矢板

の機能保全工事の施工を終えたところであります。 

 また、平成２７年度須賀利漁港機能保全工事につきましては、市場前物揚げ場

の第３期工事を来月上旬に着工予定であり、今後も引き続き、機能保全計画に基

づく各漁港施設の保全工事を順次実施してまいります。 

 次に、高齢者保健福祉についてであります。 

 介護保険法の改正に伴い、高齢者が住みなれた地域で生き生きと暮らし続ける
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ための介護、医療、生活支援、介護予防の充実による地域包括ケアシステムの構

築が求められる中、本市におきましても、尾鷲市高齢者保健福祉計画に掲げる地

域包括ケアシステムの構築と日常生活支援総合事業の実施に向け、紀北広域連合、

紀北町及び地域包括支援センターと協働で仕組みづくりを進めております。 

 中でも、要支援１及び２の方に対する訪問介護及び通所介護が、介護保険給付

から本市の地域支援事業に完全移行される平成２９年度に向け、そのサービスの

担い手となる介護事業所等との協議、連携を進めているところであります。 

 また、高齢者の集いの場として開催するサロンについても、林町会館において

１０月に第１回の試行を行うなど着実な取り組みを進めてまいります。 

 次に、健康づくりについてであります。 

 本市では、尾鷲市健康増進計画に掲げる生活習慣病、メンタルヘルス、お口の

健康、喫煙の健康課題とその取り組み方法について、医師会、歯科医師会、老人

クラブ連合会、連合婦人会、食生活改善推進協議会等の連携団体と健康づくり推

進員及び市で構成する尾鷲市健康増進の会、通称「Ｏｗａｓｅ ＨＡＰＰＹ」に

よって取り組みを進めており、その内容を広く市民に普及啓発する目的で１１月

１５日に「健康ＨＡＰＰＹ ＤＡＹ」を開催します。 

 これは、健康増進事業のみならず、生活習慣病予防及びロコモティブシンドロ

ーム予防における食の普及啓発や子供の歯の健康を考えたおやつの提案など、食

と健康を考えるイベントとしても開催するものであります。そして、今回は若い

世代を対象とした健康づくりと子育て支援についても取り入れ、子育て世帯への

健康意識の普及啓発にも取り組みます。 

 また、本市では、食のまちづくりの一環として、尾鷲の魚を中心とした減塩、

低カロリー、栄養バランスに配慮した健康弁当の開発を進めており、これまでに

実行委員会での検討を行い、現在、試作品に取り組んでいる段階であります。今

後もさまざまな工夫、検討を重ね、市民の健康づくりに役立つ健康弁当の提案に

向け引き続き、取り組んでまいります。 

 また、市内９カ所で実施している生活習慣病及び介護予防のための健康教室は、

生活習慣を改善する上で継続した取り組みが必要なことから、各地区住民の生活

やニーズに合った取り組みとなるよう企画段階から地区の方々の協力を得て検討

を重ねており、その結果、地区のまちづくり活動との協働実施や地区の現状に合

わせた効果的な内容及び啓発活動につながってきております。今後も、地域と一

体となった健康づくり事業を進めてまいります。 
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 次に、尾鷲市スポーツ推進計画の策定についてであります。 

 昨年度、準備会にて検討してまいりました尾鷲市スポーツ推進計画は、去る第

２回定例会の所管の委員会において中間案を御説明させていただきましたが、現

在、最終案の取りまとめ作業を進めているところであります。 

 スポーツは心身の健康の維持増進及び世代間交流の促進や地域コミュニティ活

動の活性化に寄与するもので、本計画は市民がスポーツを通して生き生きとした

健康的な生活を送ることを目的としています。 

 そのために、競技スポーツのみならず生涯スポーツの観点で、体育協会、スポ

ーツ少年団、スポーツ推進委員等の強化、サポート体制の充実はもとより、尾鷲

市スポーツ推進計画策定委員の皆様のそれぞれの立場からのスポーツ推進に関す

る御意見を反映させて最終案として取りまとめているところでございます。最終

案につきましては、本定例会の所管の委員会におきまして御説明させていただき

ます。 

 本年度から新たに名称等を変えた尾鷲高校まちいくにつきましては、紀北町と

の共同事業として、昨年度同様に尾鷲高校２年生の普通科プログレッシブコース

の皆様に地域学を学んでいただき、いずれ本市に帰ってきて生活するだけでなく、

地域づくりに参加していただく人材を育成することを目標に実施いたしておりま

す。 

 これまでに学生の皆様に対し、本事業の趣旨説明や前年度に経験した先輩から

の経験談の発表を行うとともに、６月１６日には本年度から事業委託をお願いし

ている三重大学の西村副学長による講義を行い、先月２５日には九鬼町及び紀北

町海山区島勝浦でのフィールドワークを行うなど、事業は順調に進められており

ます。 

 地域の現状や課題を、その中心的な役割を担っている住民の皆様から直接見聞

きできる体験は、尾鷲高校の学生の皆様には非常に貴重な体験となったのではな

いかと思っております。今後は、フィールドワークで得た情報をディスカッショ

ンするとともに、それぞれのチームに分かれて発表を行う機会をつくる予定とな

っております。 

 次に、空き家対策についてであります。 

 適切に管理されていない空き家等が防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境

に深刻な影響を及ぼしていることに鑑み、地域住民の生命、身体または財産を保

護するとともに、その生活環境の保全を図り、空き家等の活用を促進するため、
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空家等対策の推進に関する特別措置法が本年５月２６日に施行されました。 

 本市におきましても、適切に管理されていない空き家等の地域住民からの相談

や情報提供に対応してきましたが、根本的な解決には至らず、苦慮をしている状

況にあります。 

 このような中、本法律が施行されたことによって、関係各課等が保有する情報

が内部利用できるとともに、関係する他の地方公共団体からも情報提供を求める

ことができるようになりました。さらに、空き家等の敷地内への立入調査や助言、

指導、勧告、命令に加え、行政代執行ができることとなりました。 

 今後、適切な空き家管理を行っていくことが喫緊の課題であり、また、市の責

務と認識することから、関係各課の連携、相談体制の整備等の充実を図るため、

去る８月２０日に庁内に検討委員会を設置いたしました。今後、国、県の助言、

支援を受けながら空き家等の対策に対応してまいりたいと考えております。 

 次に、空き家バンクについてであります。 

 平成２６年度から実施している本市に定住したいと考える希望者と今はもう使

われていない空き家の賃貸、売却を希望する家主の皆様とを結ぶ空き家バンク制

度は、国の地方創生の考え方が進む中で地域への人の流れをつくる一つの施策と

して注目を浴びております。 

 制度実施後、先月末現在では３２件の空き家を登録し、うち１１件が賃貸もし

くは売買され、２４名の定住につながっております。 

 今後は、本年６月に配属した定住・移住コンシェルジュである地域おこし協力

隊員とともに、数多くある定住・移住先でも特に本市を選んでいただけるような

施策を進めてまいります。 

 次に、ふるさと納税についてであります。 

 寄附を通じて自分の生まれ育った地域などを応援し、さらに返礼品を通じて新

たな地域の魅力を知ることのできるふるさと納税制度は、国の制度拡充の動きと

ともに本年度はさらに注目を浴びており、先月２７日現在、既に２,４５５件、

約５,２００万円の申請をいただいております。 

 これまでのふるさと納税の状況や現在取り組んでおります事業の推進状況から、

年末に向けてさらに寄附がふえるものと予想しており、より多くの方に尾鷲を知

ってもらい、さらに応援していただく最良の機会として制度の運用を行ってまい

りたいと考えてります。 

 また、新たな試みといたしまして、昨年度にふるさと納税によって御寄附をい
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ただきました皆様に対して、おわせ港まつりの特別観覧席への招待を行い、寄附

と返礼品だけの関係ではなく尾鷲市をもっと知ってもらい、おわせ応援団となっ

ていただくための企画を行いました。 

 遠くは東京都や埼玉県、また、石川県などからお越しいただき、６５組２０６

名の参加を得ることができました。参加いただけました皆様からは、本企画に対

して温かいお言葉をいただくことができ、さらなるＰＲに力を入れていきたいと

考えております。 

 それでは、今回提案しております議案について御説明いたします。 

 議案第４６号「尾鷲市個人情報保護条例の一部改正について」につきましては、

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわ

ゆるマイナンバー法が制定され、本年１０月より全ての国民に個人番号が付番さ

れることとなりましたが、個人番号は個人情報に該当し、同法第３１条により地

方公共団体においてもより厳格な保護措置を講ずることが求められていることか

ら、尾鷲市個人情報保護条例の一部を改正するものであります。 

 次に、６ページの議案第４７号「尾鷲市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部改正について」ですが、尾鷲市特別職報酬等審議会の委員の報

酬につきましては、これまで専門委員、学校医及びその他市長が別に定める非常

勤の職員として適用しておりましたが、地方自治法第２０３条の２の趣旨にのっ

とり、委員の職と報酬額を明記するため別表の一部を改正するものであります。 

 次に、議案第４８号「尾鷲市職員退職手当条例の一部改正について」につきま

しては、被用者年金制度の一元化を図るため、厚生年金保険法等の一部を改正す

る法律が施行され、共済年金が厚生年金に統一されることから、地方公務員等共

済組合法についても一部改正があり、同法を引用する本条例を一部改正するもの

であります。 

 次に、議案第４９号「尾鷲市手数料徴収条例の一部改正について」につきまし

ては、個人番号制度の導入に伴い、発行される個人番号カードの再発行手数料な

どを定めるため、条例を一部改正するものであります。 

 次に、議案第５０号「平成２７年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議決

について」から議案第５４号「平成２７年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第２

号）の議決について」までの５議案について御説明いたします。 

 今回の一般会計補正予算は、歳入では前年度繰越金及び普通交付税の額の確定、

歳出では地域住民生活等緊急支援のための交付金（地方創生先行型）の上乗せ交
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付分に係る事業費の追加、平成２８年１月から個人番号制度の運用が開始される

ことに伴う関係経費の追加が主なものであります。 

 それでは、お手元に配付の尾鷲市一般会計補正予算（第４号）主要事項説明の

１ページをごらんください。 

 今回の補正予算計上額は、予算集計表に記載のとおり、一般会計で４億１,８

０１万２,０００円、国民健康保険事業会計で１,７０５万１,０００円、後期高

齢者医療事業会計で５２４万７,０００円をそれぞれ追加し、病院事業会計で９

６８万４,０００円を減額し、水道事業会計で７１７万７,０００円を追加し、こ

れにより各会計を含めた予算総額を１９５億５,５８１万４,０００円とするもの

であります。 

 まず、一般会計から御説明いたします。 

 ２ページをごらんください。 

 歳入の主なものについて御説明いたします。 

 ９款地方交付税は、普通交付税の額の確定により１億６,０９３万８,０００円

を増額するものであります。これは、消費税及び地方消費税の引き上げによる地

方消費税交付金の増額により基準財政収入額が増額となったものの、基準財政需

要額において、新たに設けられた費目である人口減少等特別対策事業費で大幅に

皆増となったことなどにより増額になったものであります。 

 １３款国庫支出金２,８６０万４,０００円の増額は、個人番号カード交付事業

費補助金６８９万４,０００円、地域住民生活等緊急支援のための交付金１,４３

０万円の追加、当初予算に計上しました新基準に基づく尾鷲市消防団活動服購入

事業に対し消防団加入促進モデル事業委託金２５０万円が採択されたことが主な

ものであります。 

 １４款県支出金７４７万７,０００円の増額は、みえ森と緑の県民税市町交付

金の増額、低コスト造林推進事業補助金の追加が主なものであります。 

 １７款繰入金１０７万６,０００円の増額は、当初予算に計上しました各小学

校に設置するＡＥＤ購入費の財源として地域福祉基金から４０万円及び後期高齢

者医療事業会計から前年度精算金として６７万６,０００円、それぞれ繰り入れ

るものであります。 

 １８款繰越金２億１,４０８万３,０００円の増額は、平成２６年度決算に伴う

繰越金であります。 

 １９款諸収入１７６万８,０００円の増額は、源泉徴収税返還金１４０万６,０
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００円の追加が主なものであります。 

 ２０款市債４１０万円の増額は、臨時財政対策債４１０万円の増加によるもの

であります。 

 次に、歳出であります。 

 ３ページをごらんください。 

 各款別の補正額は一覧表に記載のとおりであります。このうち、まず初めに、

地域住民生活等緊急支援のための交付金の上乗せ交付分に係る事業について御説

明させていただきます。 

 ４ページをごらんください。 

 農林水産業費の水産振興費では、尾鷲マハタのブランド化に向けた取り組みを

支援するため、尾鷲市海面養殖振興協議会に対する補助金３３０万円の追加、東

紀州におけるヒロメの養殖振興及び消費拡大に関する取り組みを支援するため、

紀北町と５０％案分により東紀州ヒロメ養殖協議会に対する補助金１００万円の

増額であります。 

 ５ページをごらんください。 

 商工費の商工振興費では、尾鷲商工会議所が実施する尾鷲旬のコツまみバル事

業をシンボル事業とした新たなプランづくりやイメージデザインなどの取り組み

を支援するため、尾鷲商工会議所に対する食の産業開発促進事業費補助金３５０

万円の追加であります。 

 観光費の観光振興事業で平成２８年度に伊勢志摩サミットが開催されることが

決定し、本市においても外国からの来訪者に向けた取り組みを強化するため、既

存のホームページに英語、韓国語、中国語２言語、フランス語に対応する観光ペ

ージを作成するための改修委託料として４３万２,０００円の追加、尾鷲観光マ

ップのリニューアル及びポスターを作成するための観光促進媒体作成委託料２０

５万２,０００円の追加、熊野古道活用事業で報道関係者を対象に本市の地域資

源のＰＲを目的としたモニターツアーを実施し、都市部への情報発信を行う取り

組みを支援するため、尾鷲観光物産協会に対する尾鷲体験ツアー事業費補助金１

００万円の追加であります。 

 教育費では、社会教育総務費の社会教育一般事務費で、見守り子育て推進事業

として講演会等の実施に係る経費５８万３,０００円の追加であります。 

 図書館費の図書館管理運営経費で、本読み子育て推進事業として、講演会の実

施や本読み子育てコーナーの設置等に係る経費１４８万２,０００円の追加であ
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ります。 

 文化財保護費の須賀利大池及び小池市民講座事業で子供向け現地体験講座の実

施や冊子作成等に係る経費６６万円の追加であります。 

 少年センター費で、地域住民に対する地域非行防止啓発活動に係る経費３０万

円の追加であります。 

 以上が、補正予算に計上されております地域住民生活等緊急支援のための交付

金の上乗せ交付分に係る事業であります。 

 歳出総額で１,４３０万９,０００円を計上しております。 

 続きまして、その他の補正内容のうち、主なものについて御説明いたします。 

 ４ページをごらんください。 

 まず、総務費では、一般管理費で平成２８年１月から実施されます個人番号制

度導入に対応するための庁舎管理経費８４万９,０００円の追加であります。 

 財産管理費で基金積立金として財政調整基金積立金２億９,５２６万９,０００

円、減債基金積立金５,０００万円ほか、記載のとおり各基金に積み立てるもの

であります。 

 戸籍住民基本台帳費で個人番号制度導入に伴う個人番号カード交付事業に係る

経費として１,０６９万５,０００円の追加であります。 

 民生費では、自立支援給付事業の介護給付・訓練給付費に係る前年度精算金１,

２０２万円の追加であります。 

 母子福祉費で、母子家庭自立支援給付金事業に係る前年度精算金１００万２,

０００円の追加であります。 

 扶助費で、生活扶助費及び医療扶助費に係る前年度精算金６１５万８,０００

円の追加であります。 

 生活保護施設事務費で、施設入所者増加に伴い、救護施設委託事務費負担金１

５５万６,０００円の増加であります。 

 農林水産業費では、植付費の市有林植付事業で、県において植栽から育林まで

の林業に係るトータル的なコストを抑制する取り組みといたしまして、新たに低

コスト造林推進事業補助金が設けられたことから、当初予算に計上いたしました

森林整備業務委託料８２２万３,０００円の減額と新たに低コスト造林植付業務

委託料１,０７４万６,０００円の追加であります。 

 ５ページをごらんください。 

 土木費では、街路事業費で県事業として尾鷲港新田線の新規事業区間の現地測
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量、設計を実施するに当たりまして、街路事業地元負担金として１００万円の追

加であります。 

 教育費では、文化会館費で平成５年に尾鷲市民文化会館が開館して以降２２年

が経過し、舞台音響施設の老朽化により安定した音源の確保ができない状況にな

っていることから、音響調整卓購入費として６５８万８,０００円の追加であり

ます。 

 ６ページをごらんください。 

 公債費では、平成２６年度の起債額とその利率の確定などにより、公債費元金

で１１２万１,０００円の増額、公債費利子で６７５万３,０００円の減額であり

ます。 

 続きまして、債務負担行為補正について御説明いたします。 

 ７ページをごらんください。 

 追加で、尾鷲市福祉保健センター指定管理料は、期間を平成２８年度から平成

３０年度まで限度額を５,６９５万３,０００円とするものであります。 

 ８ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計は、１,７０５万１,０００円を追加し、歳入歳出総

額を３０億４,１７９万２,０００円とするものであります。歳入は、療養給付費

等交付金で３,８９５万４,０００円の減額、今回の補正財源として財政調整基金

繰入金１,４７７万円の増額、前年度からの繰越金４,０９２万６,０００円の増

額が主なものであります。歳出は、退職被保険者返還金１,２８４万３,０００円

の増額などによる諸支出金１,６５１万円の増額が主なものであります。 

 ９ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計は、５２４万７,０００円を追加し、歳入歳出総

額を５億９,５２５万４,０００円とするものであります。歳入は、前年度からの

繰越金５５１万４,０００円の増額が主なものであります。歳出は、広域連合負

担金４５７万１,０００円の増額が主なものであります。 

 １０ページをごらんください。 

 病院事業会計であります。 

 収益的収入及び支出は、収入で９６８万４,０００円の減額であります。これ

は、医業外収益において、新会計制度移行により長期前受金戻入処理として、非

償却資産分等の固定資産の精査による９４５万８,０００円の減額及び入札に伴

う売店施設賃貸料７５万６,０００円の減額と２人の方から御寄附をいただいた
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５３万円の増額であります。支出では、８７０万４,０００円の減額であります。

これは医業費用において、建物及び器械備品等の取得資産の精査による減価償却

費８２５万６,０００円の減額と新会計制度移行に伴う繰延勘定償却からの予算

振りかえとして、長期前払い消費税償却６７１万３,０００円の増額であります。

医業外費用において、企業債の利率の確定による支払い利息３９万９,０００円

の減額並びに消費税及び地方消費税４万９,０００円を減額し、繰延勘定償却で

は長期前払い消費税償却へ予算振りかえとして６７１万３,０００円の減額であ

ります。 

 １１ページをごらんください。 

 水道事業会計であります。 

 収益的収入及び支出は、支出で、営業費用が大曽根浦地内の配水管経路変更に

伴う配水管の撤去費用として固定資産撤去費１１３万９,０００円の増額、営業

外費用は消費税納付額５７万３,０００円の減額であります。 

 資本的収入及び支出は、支出で建設改良費が大曽根浦地内の配水管経路変更に

伴う配水管の新設費用として工事請負費６６１万１,０００円の増額であります。 

 以上をもちまして、「平成２７年度尾鷲市一般会計補正予算（第４号）の議決

について」など５議案の説明とさせていただきます。 

 次に、議案第５５号「平成２６年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」から議案第５８号「平成２６年度尾鷲市公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」の４議案につきましては、いずれも地方自治法第２３３条第

３項の規定により監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであり、会計

管理者から説明いたさせます。 

 議案第５９号「平成２６年度尾鷲市病院事業会計決算の認定について」と議案

第６０号「平成２６年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の

認定について」の２議案につきましては、地方公営企業法第３０条第４項の規定

により、監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会の認定に付するものであ

り、それぞれ病院事務長及び水道部長から説明いたさせますので、よろしくお願

い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） ここで１０分間休憩いたします。 

〔休憩 午前１１時０３分〕 

〔再開 午前１１時１５分〕 

議長（村田幸隆議員） 会議を再開いたします。 
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 次に、川口会計管理者。 

〔会計管理者兼出納室長（川口清君）登壇〕 

会計管理者兼出納室長（川口清君） それでは、議案第５５号「平成２６年度尾鷲市

一般会計歳入歳出決算の認定について」から議案第５８号「平成２６年度尾鷲市

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの計４議案につきま

して、お手元の平成２６年度尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳出決算主要説明書

に基づき、それぞれの決算概要を御説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 この表は、一般会計及び特別会計の決算総括表であります。 

 各会計別に見てみますと、一般会計では、歳入歳出とも予算現額は同額の１１

３億１,３８５万４,０００円に対し、歳入決算額は１１０億７,１９７万３,９１

４円、予算現額に対する収入率は９７.８％であります。歳出決算額は１０８億

３,５３２万９４０円、執行率は９５.７％となり、歳入歳出差引残額は２億３,

６６５万２,９７４円であります。 

 次に、国民健康保険事業特別会計では、歳入歳出とも予算現額は同額の３０億

８,２９８万１,０００円に対し、歳入決算額は３０億５,３３４万６,１５９円、

予算現額に対する収入率は９９％であります。歳出決算額は３０億１,２４１万

８,４７１円、執行率は９７.７％、歳入歳出差引残額は４,０９２万７,６８８円

であります。 

 後期高齢者医療事業特別会計は、歳入歳出とも予算現額は同額の５億９,００

０万６,０００円に対し、歳入決算額は５億９,４０９万９,７５９円、予算現額

に対する収入率は１００.６％であります。歳出決算額は５億８,８５８万４,８

２０円、執行率は９９.７％、歳入歳出差引残額は５５１万４,９３９円でありま

す。 

 公共下水道事業特別会計は、歳入歳出とも予算現額は同額の２７６万６,００

０円に対し、決算額は歳入歳出とも同額の２７６万５,０７０円。収入率、執行

率が９９.９％、歳入歳出差引残額はゼロ円であります。 

 以上、平成２６年度の決算総額は、予算現額１４９億８,９６０万７,０００円

に対し、歳入決算額は１４７億２,２１８万４,９０２円、予算現額に対する収入

率は９８.２％であります。歳出決算額は１４４億３,９０８万９,３０１円、執

行率は９６.３％、歳入歳出差引残額は２億８,３０９万５,６０１円であります。 

 次に、２ページをごらんください。 
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 実質収支額ですが、区分３の歳入歳出差引額から区分４の翌年度へ繰り越すべ

き財源を差し引いたものが、区分５の実質収支額となります。 

 一般会計の実質収支額について、本年度は、翌年度へ繰り越すべき財源の繰越

明許費繰越額が２,２５６万８,０００円ございますので、これを差し引いた２億

１,４０８万４,９７４円が実質収支額となり、平成２７年度への繰越金となりま

す。 

 なお、この繰越明許費繰越額２,２５６万８,０００円は、６月１日に開会され

ました平成２７年第２回定例会の報告第５号にて報告させていただきました、平

成２６年度尾鷲市一般会計繰越明許費繰越計算書に記載の翌年度繰越額２億８,

０１６万５,０００円の財源内訳のうちの一般財源分です。 

 特別会計については、翌年度へ繰り越すべき財源がありませんので、国民健康

保険事業特別会計以下各特別会計の実質収支額は歳入歳出差引額と同額で、記載

のとおりであります。 

 次に、３ページ、４ページをごらんください。 

 それでは、一般会計歳入歳出決算の概要を歳入款別決算額調により各款別の主

なものについて御説明いたします。 

 １款市税は、予算現額２２億４,６８８万４,０００円に対し、調定額は２４億

５,２３３万２,３３７円、収入済額は２２億９,７６６万１,００９円、一般会計

収入済額全体の２０.８％を占めております。前年度との比較は２,１１１万７,

５９８円の減少となっており、その主な要因は、市民税の減収であります。不納

欠損額は４,１２５万８６５円、前年度との比較は２,１１４万９,７５１円の増

加であります。収入未済額は１億１,３４２万４６３円、前年度との比較は４,９

１２万８,９９１円の減少であり、収納率は９３.６％であります。 

 ２款地方譲与税の収入済額は５,５２１万５,６１１円、前年度との比較は６８

４万３,８３３円の減少であります。 

 ３款利子割交付金の収入済額は５１３万７,０００円であります。 

 ４款配当割交付金の収入済額は１,７９１万１,０００円、前年度との比較は８

０９万９,０００円の増加であります。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は１,０２２万８,０００円、前年度と

の比較は６２２万６,０００円の減少であります。 

 ６款地方消費税交付金の収入済額は２億２,５４０万３,０００円、前年度との

比較は３,９５８万６,０００円の増加であります。 
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 ７款自動車取得税交付金の収入済額は８１９万１,０００円、前年度との比較

は１,５３４万２,０００円の減少であります。 

 ８款地方特例交付金の収入済額は５６５万７,０００円であります。 

 次に、５ページ、６ページをごらんください。 

 ９款地方交付税の収入済額は３４億８,５７１万７,０００円、一般会計収入済

額全体の３１.５％を占めております。前年度との比較は２,６１７万７,０００

円の減少であります。 

 １０款交通安全対策特別交付金の収入済額は２８０万１,０００円であります。 

 １１款分担金及び負担金の収入済額は１億３,０４４万４,４３７円、前年度と

の比較は１７０万２３８円の減少であります。不納欠損額は３万円で、保育所入

所保護者負担金の不納欠損処分によるものであります。収入未済額は７３３万４,

５１０円、主なものは、保育所入所保護者負担金であります。 

 １２款使用料及び手数料の収入済額は１億４,１９７万６,２３４円、前年度と

の比較は４４６万１,２４８円の減少であります。不納欠損額は６万７,２００円、

し尿処理手数料の不納欠損処分によるものであります。収入未済額は７７２万１,

２００円、主に市営住宅使用料及びし尿処理手数料であります。 

 １３款国庫支出金の収入済額は１１億７,９６３万１,９３３円、前年度との比

較は５億１,１２８万１２１円の減少であります。これは主に、民生費国庫負担

金、総務費国庫補助金の減少によるものであります。 

 １４款県支出金の収入済額は６億４,９８８万９,４０６円、前年度との比較は

８,４７８万２,５１８円の増加であります。これは主に、総務費県補助金、農林

水産業費県補助金の増加によるものであります。 

 １５款財産収入の収入済額は５,３６２万４,８２６円、前年度との比較は８４

５万４２４円の増加であります。これは、不動産売払収入の増加が主な要因であ

ります。 

 次に、７ページ、８ページをごらんください。 

 １６款寄附金の収入済額は１億８３３万１,０００円、前年度との比較は７,１

３８万３,９９９円の増加であります。備考欄のとおり全ての寄附金が増加して

おります。 

 １７款繰入金の収入済額は８億２,３０１万３,０７２円、前年度との比較は８,

６５０万７,７２１円の減少であります。これは、財政調整基金繰入金等の増減

によることが主な要因であります。 
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 １８款繰越金の収入済額は４億４,０１４万８１８円であります。 

 １９款諸収入の収入済額は１億２,０４０万５６８円、前年度との比較は１,２

３２万９,１９４円の減少であり、これは、貸付金元利収入の減少が主な要因で

あります。収入未済額は７０７万８,８３１円、主なものは、奨学資金貸付金返

還金が２１１万７,５００円、生活保護法第６３条及び第７８条による返還金と

福祉医療費返還金が３５５万４,３７１円であります。 

 ２０款市債の収入済額は１３億１,０６０万円、前年度との比較は２億６,１９

０万円の増加であります。科目別の詳細は備考欄のとおりでございます。 

 以上、一般会計の歳入合計は、予算現額１１３億１,３８５万４,０００円に対

しまして、調定額１１２億４,８８７万６,９８３円、収入済額は１１０億７,１

９７万３,９１４円、前年度との比較は９,３６２万９６円の減少となり、不納欠

損額は４,１３４万８,０６５円、収入未済額は１億３,５５５万５,００４円、収

入未済額の大半は市税であります。 

 歳入全体の予算に対する収入割合は９７.８％、調定に対する収入割合は９８.

４％であります。 

 一般会計歳入の款別の決算額につきましては以上であります。 

 なお、参考に予算現額と収入済額との比較で各節の増減額５０万円以上のもの

につきましては、その主な理由を本主要説明書の３５ページから４０ページにか

けて記載しておりますので、後ほど御参照ください。 

 次に、９ページ、１０ページをごらんください。 

 一般会計の歳出款別決算額調であります。 

 歳入同様、主なものにつきまして御説明いたします。 

 １款議会費は、支出済額１億４,０５０万５１７円、前年度との比較は４６０

万３,７８３円の増加であります。これの主な要因は、委託料等の増加によるも

のであります。執行率は９９.３％であります。 

 ２款総務費は、支出済額１９億７,４２０万６,２６４円、前年度との比較は４

億３,８８９万８,４７７円の減少であります。減少となった主な要因は、総務管

理費における一般管理費、財産管理費等の減少によるものであります。翌年度繰

越額は８,５２３万４,０００円、主なものは、桜茶屋避難広場整備事業６,３６

３万円、地方人口ビジョン・地域版総合戦略策定事業９６７万７,０００円であ

ります。執行率は９３.７％であります。 

 ３款民生費は、支出済額３５億３,４３９万８,６９９円、前年度との比較は６
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億４,０９６万２７７円の増加であります。この主な要因は、社会福祉費におけ

る社会福祉総務費、児童総務費における児童福祉総務費等の増加によるものであ

ります。翌年度繰越額は２,８６３万２,０００円、主なものは、尾鷲第三保育園

建設予定地造成事業２,２７４万２,０００円であります。執行率は９８.１％で

あります。 

 ４款衛生費は、支出済額１２億７,７３４万１,２８２円、前年度との比較は２

億４,０２０万８,１４８円の減少であります。この主な要因は、清掃費における

塵芥収集費、塵芥処理施設費、し尿処理費及び上水道費等の減少によるものであ

ります。翌年度繰越額は１,０７９万８,０００円で、主なものは、任意予防接種

助成事業５３８万５,０００円、母子保健事業４２１万３,０００円であります。

執行率は９７.２％であります。 

 次に、１１、１２ページをごらんください。 

 ５款農林水産業費は、支出済額５億３,１８５万２,２１３円、前年度との比較

は１億３,２８２万８,６２１円の増加であります。この主な要因は、林業費にお

ける林道開設改良費、水産業費における漁港建設費等の増加によるものでありま

す。翌年度繰越額は３,２３６万８,０００円の主なものは、美しい森林づくり基

盤整備事業３,０００万円であります。執行率は８９.９％であります。 

 ６款商工費は、支出済額１億４,５９４万７５９円、前年度との比較は３,３６

４万９,９７８円の減少であります。この主な要因は、商工費における商工振興

費の増加と、商工総務費、観光費の減少との相殺によるものであります。翌年度

繰越額４,１３８万４,０００円の主なものは、地域商品券発行補助金の３,７０

０万円であります。執行率は７２.３％であります。 

 ７款土木費は、支出済額３億２,５０４万７,９１４円、前年度との比較は４,

４７５万７,８４９円の増加であります。この主な要因は、土木管理費、道路橋

梁総務費における道路維持費の増加によるものであります。翌年度繰越額４,８

００万円は宮前橋架設事業であります。執行率は８４.９％であります。 

 ８款消防費は、支出済額５億９,９７７万８,２０８円、前年度との比較は１億

２,４１１万３,３０９円の増加であります。この主な要因は、常備消防費の増加

によるものであります。執行率は９９.８％であります。 

 ９款教育費は、支出済額１１億４,１８６万３,８９３円、前年度との比較は１

億４,１６７万８,２８４円の減少であります。この主な要因は、教育総務費にお

ける事務局費などの減少によるものであります。翌年度繰越額３,３７４万９,０
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００円は、中村山避難路整備事業２,８５４万９,０００円と読書活動推進事業の

５２０万円であります。執行率は９４.９％であります。 

 次に、１３、１４ページをごらんください。 

 １０款災害復旧費は、不執行であります。 

 １１款公債費は、支出済額１１億６,４３９万１,１９１円、前年度との比較は

１,７０３万８,７９６円の増加であります。 

 １２款予備費は、当初予算額は５００万円でございましたが、２款総務費、６

項監査委員費、１目監査委員費に４万３,２００円を充当いたしておりますので

不用額は４９５万６,８００円であります。 

 次に、歳出合計は、予算現額１１３億１,３８５万４,０００円に対し、支出済

額は１０８億３,５３２万９４０円で、前年度との比較は１億９８６万７,７４８

円の増加であります。翌年度繰越額は２億８,０１６万５,０００円、不用額は１

億９,８３６万８,０６０円、執行率は９５.７％であります。 

 なお、この一般会計歳出の不用額でございますが、各節で５０万円以上のもの

につきましては、その主な理由を４１ページから４６ページにかけて記載してい

ますので、後ほど御参照ください。 

 次に、１５ページをごらんください。 

 これは、一般会計の歳入決算額を円グラフであらわしたものでございます。 

 構成比率の高い順から申し上げますと、地方交付税３１.５％、市税２０.８％、

市債１１.８％、以下は記載のとおりであります。なお、括弧内数字は前年度の

構成比率であります。 

 次に、１６ページの歳出の構成比でございますが、民生費３２.６％、総務費

１８.２％、衛生費１１.８％、以下は記載のとおりでございます。 

 次に、１７ページをごらんください。 

 この表は一般会計の歳出決算額を性質別に分類し、前年度と比較したものであ

ります。決算額の合計１０８億３,５３２万１,０００円のうち、義務的経費が４

５億３８２万４,０００円、全体の４１.６％を占めております。前年度との比較

は１,２７２万円の減少であります。 

 次に、投資的経費は１５億８４３万６,０００円、前年度との比較は８,２５０

万２,０００円の減少で、構成比は１３.９％であります。 

 次に、その他の経費は４８億２,３０６万１,０００円、前年度との比較は２億

５０９万円の増加で、構成比率は全体の４４.５％であります。 
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 なお、この性質別経費を円グラフであらわしたものが、１８ページに掲載して

あります。 

 次に、１９、２０ページをごらんください。 

 この表は、平成１１年度から、国保、老人保健、後期高齢、公共下水各特別会

計への繰出金と、病院及び水道の企業会計並びに消防、広域連合などの一部事務

組合への負担金についての支出状況をまとめたものであります。 

 １９ページ、繰出金、下から２段目の平成２６年度の欄をごらんください。 

 国保、後期高齢、公共下水各特別会計への繰出金は、それぞれ記載のとおりで、

合計５億７,９６１万６,０００円であります。 

 ２０ページの負担金の平成２６年度の欄をごらんください。 

 病院及び水道の企業会計並びに消防、広域連合などの一部事務組合への負担金

は合計１４億８,６１１万５,０００円であります。繰出金と負担金の合計は２０

億６,５７３万１,０００円であります。 

 一般会計決算の概要説明は以上であります。 

 次に、各特別会計の概要について御説明いたします。 

 ２１、２２ページをごらんください。 

 この表は、国民健康保険事業特別会計の歳入款別決算額調であります。 

 １款国民健康保険税は、予算現額４億６,５３１万７,０００円に対し、調定額

は５億６,６５１万９,８３１円、収入済額は４億７,３９９万７,６１９円、国民

健康保険事業特別会計の収入済額全体の１５.５％を占めております。前年度と

の比較は１,７２９万６,６２４円の減少であります。詳細は備考欄のとおりであ

ります。不納欠損額は８３５万２,９９９円、前年度との比較は７２５万７５６

円の減少であります。収入未済額は８,４１６万９,２１３円、前年度より１,３

７９万８,６３６円の減少であります。収入率は１０１ .８％、収納率は８３.

６％であります。 

 ２款国庫支出金の収入済額は、５億３,１２９万８,５８１円、前年度との比較

は４,６５７万５,６５５円の減少であります。この主な要因は、療養給付費等負

担金や財政調整交付金の減少であります。 

 ３款療養給付費等交付金は、収入済額１億５,００１万４,２１６円、前年度と

比較して２,３６８万２１５円の減少であります。 

 ４款前期高齢者交付金は、収入済額８億２,３５９万３,５３７円、前年度との

比較は３,１７３万５,６０６円の減少であります。 
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 ５款県支出金は、収入済額１億２,５６１万９,８１２円、前年度との比較は１,

２５３万８,３２１円の減少であります。この主な要因は、財政調整交付金の減

少によるものであります。 

 ６款共同事業交付金は、収入済額４億１,１４２万７,２８０円、前年度との比

較は８,５１１万９,６５６円の増加であります。 

 ７款財産収入は、収入済額３万９,０００円、前年度と比較して２万５,０００

円の減少であります。 

 ８款繰入金は、収入済額３億２,１１６万９,３０２円、前年度との比較は３,

９１１万８,３００円の減少であります。この主な要因は、国保財政調整基金の

取り崩しによる繰入金の減少であります。 

 次に、２３、２４ページをごらんください。 

 ９款繰越金は、前年度からの繰越金２億５６８万９,１８０円であります。 

 １０款諸収入は、収入済額１,０４９万７,６３２円、主に交通事故等に係る第

三者納付金や一般分延滞金などの収入であります。前年度との比較は２９４万５,

００６円の減少であります。 

 以上、国民健康保険事業特別会計の歳入合計は、予算現額３０億８,２９８万

１,０００円に対し、調定額を３１億４,５８６万８,３７１円、収入済額３０億

５,３３４万６,１５９円、不納欠損額８３５万２,９９９円、収入未済額８,４１

６万９,２１３円であります。収入率は９９％、収納率は９７％であります。 

 次に、２５、２６ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計の歳出款別決算額調であります。 

 １款総務費は、支出済額６,２１５万９,８３７円、前年度との比較は１７万４,

３８６円の増加であります。執行率は９６.１％であります。 

 ２款保険給付費は、支出済額１８億３,９１３万４,９９６円、支出済額全体の

６１.１％を占めております。前年度との比較は８,５１３万３８９円の減少であ

ります。この主な要因は、療養諸費による一般分療養給付費等の減少によるもの

であります。執行率は９６.７％であります。 

 ３款後期高齢者納付金等は、支出済額３億５４万９,８４６円、前年度との比

較は１,５６４万１,７７０円の減少であります。この主な要因は、後期高齢者支

援金の減少によるものであります。執行率は９９.９％であります。 

 ４款前期高齢者納付金等は、支出済額２２万８,５２６円、前年度との比較は

８万５,１９８円の減少であります。執行率は９６.４％であります。 
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 ５款老人保健拠出金は、支出済額１万４,１９８円、前年度との比較は１,０１

５円の減少であります。執行率は３５.４％であります。 

 ６款介護納付金は、支出済額１億２,４４６万３,１２９円、前年度との比較は

３７４万６,１４０円の減少であります。執行率は９９.９％であります。 

 ７款共同事業拠出金は、支出済額４億２,７１１万１,１６８円、前年度との比

較は１億５,３２３万８,３３９円の増加であります。執行率は９９.１％であり

ます。 

 次に、２７、２８ページをごらんください。 

 ８款保健事業費は、支出済額１,９５４万６８円、前年度との比較は２１３万

５,１７４円の増加であります。執行率は９１.４％であります。 

 ９款公債費は、支出済額２,８８０万円であります。平成２２年度に県から借

り入れた１億４,４００万円の償還金であります。執行率は９９.５％であります。 

 １０款諸支出金は、支出済額１,６６４万８,７０３円、前年度との比較は４８

９万９,８１０円の減少であります。執行率は９２.５％であります。 

 １１款基金積立金は、支出済額１億９,３７６万８,０００円、国保財政調整基

金への積立金であります。前年度との比較は３,４０７万円の増加であります。 

 １２款予備費はありません。 

 以上、国民健康保険事業特別会計の歳出合計は、予算現額３０億８,２９８万

１,０００円に対しまして、支出済額３０億１,２４１万８,４７１円、前年度と

の比較は８,０１１万３,５７７円の増加であります。不用額は７,０５６万２,５

２９円、執行率は９７.７％であります。 

 なお、歳入歳出各節５０万円以上の比較増減及び不用額の理由につきましては、

４７ページから５０ページにかけて記載してありますので、後ほど御参照くださ

い。 

 次に、後期高齢者医療事業特別会計の決算概要について御説明いたします。 

 ２９、３０ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の歳入款別決算額調でございます。 

 １款後期高齢者医療保険料の収入済額は１億８,１４５万２,１３６円、前年度

との比較は１,００５万６,１９４円の増加であります。収入率は１０２.７％、

収納率は９８.７％であります。不納欠損額は６０万１,０８６円、収入未済額は

１６１万１,１７９円であります。 

 ２款繰入金の収入済額は３億８,８３３万６,３２１円、前年度との比較は８８



－３４－ 

７万１,４７９円の増加であります。これは、一般会計からの前年度における保

険基盤安定繰入金の増加によるものであります。 

 ３款諸収入の収入済額は１,８８８万４,８７２円、前年度との比較は４４万３,

７１５円の増加であります。 

 ４款繰越金の収入済額は５４２万６,４３０円、前年度からの繰越金でありま

す。 

 以上、後期高齢者医療事業特別会計の歳入合計は、予算現額５億９,０００万

６,０００円に対し、調定額は５億９,６３１万２,０２４円、収入済額は５億９,

４０９万９,７５９円、不納欠損額は６０万１,０８６円、収入未済額は１６１万

１,１７９円、収入率は１００.６％、収納率は９９.６％となりました。 

 次に、３１、３２ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の歳出款別決算額調でございます。 

 １款総務費の支出済額は１,００５万３７５円、前年度との比較は６７万６,２

８８円の減少であり、執行率は９３.６％であります。 

 ２款広域連合負担金の支出済額は５億５,９１５万３,９４１円、支出総額の９

５％を占めております。前年度との比較は２,４４３万８０９円の増加でありま

す。 

 ３款諸支出金の支出済額は１,９３８万５０４円、一般会計への繰出金等であ

ります。 

 以上、後期高齢者医療事業特別会計の歳出合計は、予算現額５億９,０００万

６,０００円に対しまして、支出済額５億８,８５８万４,８２０円、不用額１４

２万１,１８０円、執行率は９９.７％であります。 

 なお、歳入歳出各節５０万円以上の比較増減及び不用額の理由につきましては、

５１ページから５２ページにかけて記載してありますので、後ほど御参照くださ

い。 

 次に、公共下水道事業特別会計の決算概要を御説明いたします。 

 ３３、３４ページをごらんください。 

 公共下水道事業特別会計の歳入歳出款別決算額調でございます。 

 収入済額、支出済額いずれも同額の２７６万５,０７０円であります。 

 歳入の１款繰入金の収入済額は一般会計からの繰入金、歳出の１款公債費の支

出済額は、市債償還元金及び償還利子で、不用額は９３０円、収入率、執行率は

ともに９９.９％となりました。 
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 以上、平成２６年度尾鷲市一般会計及び三つの特別会計の歳入歳出決算の概要

について御説明いたしました。 

 また、監査委員の審査意見書並びに主要政策の成果及び実績報告書を別途添付

していますので、後ほど御参照ください。 

 なお、内容の詳細につきましては、予算決算常任委員会におきまして御説明い

たしますので、何とぞ御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） ここで休憩をいたします。再開は１時１０分からといたしま

す。 

〔休憩 午前１１時５４分〕 

〔再開 午後 １時０８分〕 

議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、内山病院事務長。 

〔尾鷲総合病院事務長（内山洋輔君）登壇〕 

尾鷲総合病院事務長（内山洋輔君） 議案第５９号「平成２６年度尾鷲市病院事業会

計決算の認定について」御説明申し上げます。 

 まず、決算の御説明の前に、平成２６年度の病院稼働状況について御説明申し

上げます。 

 お手元の尾鷲市病院事業会計決算書の１９ページをごらんください。 

 平成２６年度の入院患者数は延べ７万７,４５１人で、うち一般病棟が５万９,

６０１人、療養病棟が１万７,８５０人で、前年度と比較して１,３８８人増加い

たしました。外来患者数は延べ１０万５,１２７人で、前年度と比較して６,１９

４人減少いたしました。 

 また、病床利用率は、一般病棟の病床数１９９床に対して８２.１％、療養病

棟の病床数５６床に対して８７.３％、全体の病床利用率は８３.２％で前年度に

比べ１.５ポイント増加しております。 

 次に、２０ページをごらんください。 

 科別患者取扱状況は、入院では、内科が３,４２８人、泌尿器科が５４１人増

加しておりますが、外科が９２９人、呼吸器科が１４８人、整形外科が３４２人、

小児科が１８人、産婦人科が１３６人、眼科が９２３人、皮膚科が８５人減少し

ております。 

 また、外来では内科が３４５人、精神科が１９人、泌尿器科が６５４人増加し

ておりますが、神経内科が５７人、外科が１,１１２人、呼吸器外科が２５７人、
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脳神経外科が８７人、整形外科が９１０人、小児科が３９８人、産婦人科が２１

６人、耳鼻咽喉科が７５８人、眼科が２,２６１人、皮膚科が６１８人、放射線

科が５３８人減少しております。 

 それでは、平成２６年度尾鷲市病院事業会計決算の主な内容について御説明申

し上げます。 

 １、２ページをごらんください。 

 本年度の決算状況は、事業収益４４億６１７万３５１円、事業費用４４億１,

９３６万４円であります。 

 収益的収入及び支出につきましては、まず、収入では、第１款病院事業収益の

予算額４４億３,７９３万７,０００円に対し、決算額は４４億６１７万３５１円

で、予算額に比べ３,１７６万６,６４９円の減となり、予算額に対する収入率は

９９.３％となりました。 

 次に、支出では、第１款病院事業費用の予算額４４億８,１２２万３,０００円

に対し、決算額は４４億１,９３６万４円で、不用額６,１８６万２,９９６円が

生じ、予算額に対する執行率は９８.６％となりました。 

 この報告書の各項の説明につきましては、後ほど損益計算書で御説明いたしま

す。 

 次に、３、４ページをごらんください。 

 資本的収入及び支出について御説明いたします。 

 まず、収入では、第１款資本的収入の予算額２億９,４８１万７,０００円に対

し、決算額は２億９,６０４万３,０００円で、予算額に比べ１２２万６,０００

円の増となり、予算額に対する収入率は１００.４％なりました。 

 次に、支出では、第１款資本的支出の予算額４億４,９６８万２,０００円に対

し、決算額は４億４,９６８万１,４６２円で、不用額５３８円が生じ、予算額に

対する執行率は１００％となりました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億５,３６３万８,４６

２円につきましては、過年度分損益勘定留保資金１億３,１５９万４,３１７円で

補塡し、残額２,２０４万４,１４５円は一時借入金で措置いたしました。 

 次に、５、６ページをごらんください。 

 損益計算書について御説明いたします。 

 医業収益は３９億８,３７８万４４１円、医業費用は４１億４,４０３万９,０

９４円で、医業損失は１億６,０２５万８,６５３円が生じました。 
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 次に、医業外収益は４億６５３万１,６６０円、医業外費用は２億２,６５９万

７６４円で、医業外収支は１億７,９９４万８９６円の利益が生じました。 

 この額に医業損失を差し引いた１,９６８万２,２４３円を経常利益として計上

しております。 

 特別利益は４１７万１,３７９円、特別損失は１億１,６３７万９,１２７円で、

当年度純損失は９,２５２万５,５０５円となりました。 

 この額に前年度繰越欠損金４８億１,３０７万６,７９３円を加え、また、本決

算から適用する地方公営企業会計制度の見直しに伴い発生するその他未処分利益

剰余金変動額２１億３,１１４万４,４４３円を加えた当年度未処理欠損金は、２

７億７,４４５万７,８５５円となり、この額を翌年度に繰り越しするものであり

ます。 

 次に、７、８ページをごらんください。 

 剰余金計算書について御説明いたします。 

 資本金は、借入資本金として計上していた企業債が地方公営企業会計制度の見

直しによる移行処理に伴い、負債勘定に計上することになったため、借入資本金

３３億８,６６５万２,３２４円全額が減となり、当年度末残高は２億８５万６,

０９５円となりました。 

 次に、資本剰余金の国県補助金につきましては、会計制度見直しによる移行処

理により６億６,０５９万７,２３８円の減となり、当年度末残高は１億６,６９

６万３,７６２円となりました。 

 受贈財産評価額につきましても、会計制度見直しによる移行処理により３,３

２２万４,９０８円の減となり、当年度末残高は３,１３０万９,４１２円となり

ました。 

 寄附金につきましては、当年度で御寄附いただいた５３万円の増と特定収入仮

払い消費税１,３５０円の減により、当年度末残高は１,８２７万６,６５０円と

なりました。 

 その他、資本剰余金につきましては、一般会計から非償却資産への元金繰入金

分９１０万９,０００円の増と特定収入仮払い消費税２万４,５８９円の減となり、

また、会計制度の見直しによる移行処理に伴い、現有する償却資産のうち以前に

収入のあった元金償還分としての一般会計繰入金１９億３,１７４万９２６円を

長期前受金に振りかえることによる減を行ったため、当年度末残高は２５億４,

７１４万９,４２１円となりました。 
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 これらの当年度末残高を合計した２７億６,３６９万９,２４５円が資本剰余金

の当年度末残高となります。 

 次に、利益剰余金につきましては、会計制度の見直しによる移行処理に伴い、

収益化された２１億３,１１４万４,４４３円の増と当年度純損失分の９,２５２

万５,５０５円の減で当年度末残高はマイナス２７億７,４４５万７,８５５円と

なりました。これは、先ほど損益計算書で御説明したとおりであります。 

 次に、７ページの欠損金処理計算書について御説明いたします。 

 いずれも当年度処分額はありませんので、資本金の処分後残高は２億８５万６,

０９５円、資本剰余金の処分後残高は２７億６,３６９万９,２４５円、未処理欠

損金の処分後残高はマイナス２７億７,４４５万７,８５５円となりました。これ

は、先ほど損益計算書で御説明したとおり、当年度未処理欠損金として同額を翌

年度に繰り越しするものであります。 

 次に、９ページから１１ページまでの貸借対照表について御説明いたします。 

 まず、９ページ、資産の部であります。 

 １、固定資産の（１）有形固定資産は、イからヘまでのそれぞれの資産額から

減価償却累計額を差し引いた３４億８,７００万２０２円であります。（２）無

形固定資産は、３２７万９,２００円であります。（３）投資その他の資産は、

３,１２５万３,２３９円で、これら固定資産合計は３５億２,１５３万２,６４１

円であります。 

 次に、２、流動資産は（１）現金預金、（２）未収金、（３）貯蔵品を合わせ

た流動資産合計は７億９,００１万６,０３１円であります。 

 固定資産、流動資産を合わせた資産合計は、４３億１,１５４万８,６７２円で

あります。 

 １０ページをごらんください。 

 次に、負債の部であります。 

 ３、固定負債の（１）企業債は平成２８年度以降支払い予定の企業債２７億６,

５５６万６,６７２円であります。（２）引当金は、退職給付金が１年度当たり

の退職給付引当金の額を上回ったため、今年度はゼロ円であります。 

 ４、流動負債の（１）一時借入金は２億７,０００万円であります。（２）企

業債は平成２７年度支払い予定の３億４ ,１８０万９,１６８円であります。

（３）未払金は２億３,４４９万１,１４２円であります。（４）引当金は、イ、

賞与引当金９,９３４万１,２１６円、ロ、法定福利費引当金１,８４５万５,３９
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３円で、引当金合計は１億１,７７９万６,６０９円であります。（５）その他流

動負債は２,５１５万５,９５３円で、流動負債合計は９億８,９２５万２,８７２

円であります。 

 ５、繰延収益は、収益化累計額を差し引いた長期前受金が３億６,６６３万１,

６４３円で固定負債、流動負債、繰延収益を合わせた負債合計は４１億２,１４

５万１,１８７円であります。 

 １１ページをごらんください。 

 次に、資本の部であります。 

 ６、資本金は、会計制度の見直しにより、借入資本金が負債の部に移行したこ

とにより２億８５万６,０９５円であります。 

 ７、剰余金の（１）資本剰余金は、イ、国県補助金、ロ、受贈財産評価額、ハ、

寄附金、ニ、その他資本剰余金を合計した２７億６,３６９万９,２４５円であり

ます。（２）欠損金は、イ、当年度未処理欠損金と同額の２７億７,４４５万７,

８５５円となり、これを資本剰余金から差し引いたマイナス１,０７５万８,６１

０円が剰余金合計であります。 

 資本金と剰余金を合わせた資本金合計は、１億９,００９万７,４８５円、負債

の部と合わせた負債資本合計は、４３億１,１５４万８,６７２円で、先ほど資産

の部で御説明した資産合計額と一致しております。 

 次に、１２、１３ページには、財務諸表を作成するに当たり、採用した会計処

理の基準及び手続を注記として記載しております。 

 以上が平成２６年度尾鷲市病院事業会計の決算説明であります。 

 なお、決算書の１４ページ以降に決算附属資料を掲載しておりますので、御参

照の上、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 次に、尾上水道部長。 

〔水道部長（尾上廣宣君）登壇〕 

水道部長（尾上廣宣君） 議案第６０号「平成２６年度尾鷲市水道事業会計未処分利

益剰余金の処分及び決算の認定について」につきましては、地方公営企業法第３

０条第４項の規定により、監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会の認定

に付するものであり、御説明いたします。 

 まず、議案の説明に入る前に、平成２６年度の水道事業の概況について御説明

申し上げます。 

 決算書の１３ページをごらんください。 
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 平成２６年度の給水戸数は９,７６４戸で前年度に比べて６８戸の減であり、

普及率は９９.８％でございます。年間総給水量は４１５万８,９６１立方メート

ル、前年度と比較すると、給水量で５万８,１６１立方メートルの減、有収水量

で１１万５,３０２立方メートルの減となっております。 

 建設改良と維持管理につきましては、上水道において古戸町・大曽根浦地内の

配水管布設がえ工事、馬越町・矢浜地内の送配水管布設がえ工事及び矢浜地内減

圧弁設置工事を実施いたしました。簡易水道においては、三木浦町・古江町・曽

根町地内の配水管布設がえ工事を実施いたしました。 

 次に、経理の状況でありますが、収益的収支では、事業収益５億９,４７０万

９,０７４円に対し、事業費用５億３,２２８万９,４００円で、差し引き６,２４

１万９,６７４円の純利益を計上することとなりました。 

 以上、概略説明を申し上げ、議案の説明をさせていただきます。 

 決算書の１ページをごらんください。 

 （１）収益的収入及び支出につきましては、収入の第１款水道事業収益、予算

額６億４,０５８万９,０００円に対し、決算額は６億３,６７４万５,２４４円で、

予算額を３８４万３,７５６円下回っております。また、第２項営業外収益の決

算額４,１５７万６,９５４円でございますが、この決算額から備考欄にある消費

税額３８円を差し引いた額が、５ページの損益計算書の３、営業外収益の額と４

万２,１００円の差異があります。これは、消費税の納税計算上の差額と、貸し

倒れに係る消費税等が税額控除となっているためです。この税額控除は、企業内

部に留保されるもので、決算報告書には記載せず、損益計算書では雑収益として

計上しております。 

 次に、支出の第１款水道事業費用、予算額５億７,７９７万７,０００円に対し、

決算額は５億６,８２７万６,５８９円で、９７０万４１１円の不用額を生じてお

ります。 

 続きまして、３ページの（２）資本的収入及び支出につきましては、収入の第

１款資本的収入、予算額３,７６７万６,０００円に対し、決算額は３,８１１万

９,６８０円で、予算額より４４万３,６８０円上回っております。 

 次に、支出の第１款資本的支出、予算額２億９,８８８万８,０００円に対し、

決算額は２億８,５４９万４,７３１円であり、不用額は１,３３９万３,２６９円

となりました。 

 資本的収支において、収入額が支出額に対して不足する額２億４,７３７万５,
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０５１円は、下段に記述してありますように、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額５８３万７,７６５円、過年度分損益勘定留保資金５,９０８万４,

５７８円、当年度分損益勘定留保資金１億８,２４５万２,７０８円で補塡いたし

ました。 

 次に、５ページの損益計算書をごらんください。 

 １、営業収益５億４,４５５万３,９８５円から２、営業費用４億５,０２１万

６,６７６円を差し引いた９,４３３万７,３０９円が営業利益で、これに３、営

業外収益４,１６１万９,０１６円を加え、４、営業外費用７,３７２万５,８６１

円を減額しますと、経常利益６,２２３万４６４円となります。この経常利益に

５、特別利益８５３万６,０７３円、６、特別損失８３４万６,８６３円を加味し

た６,２４１万９,６７４円が当年度純利益となります。これに、前年度繰越利益

剰余金５,３８０万８,０１８円と、平成２６年度から適用された地方公営企業法

改正に伴う影響額である、その他未処分利益剰余金変動額５億７,３８２万４,４

３３円を加えた６億９,００５万２,１２５円が当年度未処分利益剰余金となりま

す。 

 次に、６ページの剰余金計算書をごらんください。 

 前述いたしました制度改正により、前年度までの自己資本金は資本金と表記を

変え、前年度末残高は１１億８,４７２万１,３２４円となっております。また、

昨年度まで資本として整理されていた借入資本金は、制度改正による表示区分の

変更として前年度の処分後残高の全額３８億１,３１０万６,３５５円を負債に移

行しました。 

 資本剰余金の部でも同様に、制度改正により工事負担金からその他資本剰余金

まで一部を残し、負債繰延収益に移行し、資本剰余金の当年度末残高は４,６８

２万３８８円となります。 

 利益剰余金の部では、減債積立金は前年度処分額の７,５８３万６,１６８円を

加えた４億１０６万９,１１７円が当年度末残高となり、建設改良積立金は前年

度末残高と同額となります。 

 未処分利益剰余金の当年度末残高は、先ほどの損益計算書で説明いたしました

当年度未処分利益剰余金６億９,００５万２,１２５円で利益剰余金合計は１１億

６,７５５万７,１９８円となります。 

 次に、７ページの尾鷲市水道事業会計剰余金処分計算書（案）をごらんくださ

い。 
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 従来からありました法定積立金の積立義務が廃止されたことに伴い、利益の処

分について本議案において、一括して御審議をお願いするものであり、当年度未

処分利益剰余金６億９,００５万２,１２５円のうち、今回の制度改正に伴うみな

し償却制度の廃止による影響額である、その他未処分利益剰余金変動額と同額の

５億７,３８２万４,４３３円を資本金へ組み入れ、残額の１億１,６２２万７,６

９２円を翌年度へ繰り越ししようとするものでございます。 

 次に、８ページから１０ページまでの貸借対照表をごらんください。 

 資産の部、固定資産の（１）有形固定資産合計は５８億４,３１４万６,８３６

円で、これに（２）無形固定資産合計７３万９,７００円と（３）投資合計６万

５,８２０円を加えた固定資産合計は５８億４,３９５万２,３５６円であります。 

 流動資産では、（１）現金預金から（４）その他流動資産までの流動資産合計

は８億９１９万６,７６８円で、繰延資産合計１０９万３,６００円を加えた資産

合計は６６億５,４２４万２,７２４円であります。 

 ９ページ、負債の部では、固定負債合計は３５億４,５４５万４,００８円、流

動負債合計は２億９,１６８万１,１５８円で、制度改正により、資本剰余金より

移行となった繰延収益合計は、４億１,８００万８,６４８円で負債合計は４２億

５,５１４万３,８１４円であります。 

 １０ページ、資本の部では、資本金１１億８,４７２万１,３２４円であります。 

 剰余金では、（１）資本剰余金合計は４,６８２万３８８円、（２）利益剰余

金合計は１１億６,７５５万７,１９８円で、剰余金合計は１２億１,４３７万７,

５８６円となり、これに資本金を加えた資本合計は２３億９,９０９万８,９１０

円であり、負債資本合計は６６億５,４２４万２,７２４円となり、８ページの資

産合計額と同額となります。 

 次の１１ページ、１２ページは、会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。 

 以上で平成２６年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の説

明といたします。 

 なお、決算書の１３ページから３１ページまで決算附属資料を添付しておりま

すので、御参照の上、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 議事日程に従い、審議は留保といたします。 

 次に、日程第１８、議案第６１号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」を



－４３－ 

議題といたします。 

 事務局長をして、議案の朗読をさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） ただいま議題となりました議案につきましては、提案理由の

説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） それでは、人事案件について御説明いたします。 

 議案第６１号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」につきましては、千種

良子氏の任期が平成２７年９月３０日をもって満了いたしますので、教育行政に

理解があり、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する北裏佳代氏

を新しく選任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 何とぞよろしく御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 ただいまのところ、質疑の通告はございません。 

 御質疑、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議題となっております議案につきましては、会議規則第３７条第３項

の規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、ただいま議題となっており

ます議案につきましては、委員会への付託は省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。 

 ただいまのところ、討論の通告はございません。 

 討論、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（村田幸隆議員） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 日程第１８、議案第６１号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」を採決い

たします。 

 本議案について、原案のとおり同意することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

議長（村田幸隆議員） 起立全員。 

 起立全員であります。よって、議案第６１号については、原案のとおり同意す

ることに決しました。 

 次に、日程第１９、諮問第１号、日程第２０、諮問第２号及び日程第２１、諮

問第３号の「人権擁護委員候補者の推薦について」を一括議題といたします。 

 事務局長をして、議案の朗読をさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（村田幸隆議員） ただいま議題となりました諮問につきましては、提案理由の

説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） それでは、諮問３件について御説明いたします。 

 諮問第１号から第２号の「人権擁護委員候補者の推薦について」につきまして

は、現在、人権擁護委員に就任されている佐々木秀玄氏並びに山下良澄氏の任期

が平成２７年１２月３１日をもって満了いたしますので、人格、識見も高く、社

会実情に通じ、人権擁護に関し理解もある吉川孝男氏と徳永治氏を新しく推薦い

たしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるもの

であります。 

 次に、諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦について」につきましては、平

成２５年１月より就任していただいている濵口精幸氏を引き続き、人権擁護委員

候補者に推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見

を求めるものであります。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより諮問に対する質疑に入ります。 

 ただいまのところ、質疑の通告はございません。 
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 御質疑、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） ないようでありますので、これをもって質疑を終結いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております諮問につきましては、会議規則第３７条第３項

の規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、ただいま議題となっており

ます諮問につきましては、委員会への付託は省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。 

 ただいまのところ、討論の通告はございません。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 日程第１９、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決いたし

ます。 

 本諮問について、原案のとおり同意することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

議長（村田幸隆議員） 挙手全員。 

 挙手全員であります。よって、諮問第１号については、原案のとおり同意する

ことに決しました。 

 次に、日程第２０、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決

いたします。 

 本諮問について、原案のとおり同意することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

議長（村田幸隆議員） 挙手全員。 

 挙手全員であります。よって、諮問第２号については、原案のとおり同意する

ことに決しました。 

 次に、日程第２１、諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決
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いたします。 

 本諮問について、原案のとおり同意することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

議長（村田幸隆議員） 挙手全員。 

 挙手全員であります。よって、諮問第３号については、原案のとおり同意する

ことに決しました。 

 次に、日程第２２、報告第７号「平成２６年度健全化判断比率及び平成２６年

度資金不足比率の報告について」から日程第２３、報告第８号「公益財団法人尾

鷲文化振興会の平成２６年度事業報告及び決算について」の報告２件を一括議題

といたします。 

 ただいま議題となりました報告は、朗読を省略し、直ちに説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） それでは、報告案件について御説明いたします。 

 報告第７号「平成２６年度健全化判断比率及び平成２６年度資金不足比率の報

告について」につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項及び第２２条第１項の規定により報告させていただくものであります。詳

細につきましては、３３ページのとおり実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質

公債費比率、将来負担比率において、いずれも早期健全化基準を下回っておりま

す。また、公営企業においても、各会計とも資金不足が生じていないことを報告

させていただきます。 

 次に、報告第８号「公益財団法人尾鷲文化振興会の平成２６年度事業報告及び

決算について」につきましては、生涯学習課長から説明いたさせますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 生涯学習課長。 

〔教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君）登壇〕 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） それでは、報告第８号「公益財団法人尾鷲

文化振興会の平成２６年度事業報告及び決算について」御説明申し上げます。 

 この報告は、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告するもので

あります。 

 平成２６年度事業報告及び決算の１ページをごらんください。 

 公益財団法人尾鷲文化振興会の概要であります。 
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 ここには設立目的、基本財産、事業内容、役員構成が記載されており、これに

基づき運営しております。 

 ２ページ、３ページには、平成２６年度事業報告として、評議員会及び理事会

の開催状況について記載させていただいております。 

 次に、４ページをごらんください。 

 文化会館の管理運営の状況であります。 

 来館者数につきましては、下段の表のとおり合計３万５,６３０人で、昨年度

と比べ１,２９４人の減となっております。大ホールが５,４０７人の減で、小ホ

ールは３,２２８人の増となっております。大ホールの減の主な要因は、平成２

５年度が文化会館２０周年に当たり、記念事業が多かったことによるものであり

ます。 

 次に、５ページには催し物別利用状況を記載させていただいております。 

 次に、６ページをごらんください。 

 これは、本振興会が主催した事業であります。 

 コンサート、映画、せぎやま倶楽部の発表会、尾鷲節コンクールと夢舞台発表

会など、計１３回の事業を実施しております。 

 次に、７ページの貸借対照表をごらんください。 

 Ⅰ、資産の部ですが、１、流動資産と２、固定資産を合計した資産合計は５,

０５１万３,９３１円で、Ⅱ、負債の部では、１、流動負債と２、固定負債を合

計した負債合計が１,２２５万６,４２１円となり、資産合計から負債合計を差し

引いた額３,８２５万７,５１０円が一般正味財産となり、負債及び正味財産合計

と資産合計が一致するものであります。 

 次に、８ページ、９ページの正味財産増減計算書をごらんください。 

 （１）経常利益の内訳は、①基本財産運用益が３万３,０００円、これは基本

財産受取利息であります。 

 次に、②事業収益が１,１６９万３,９５６円で、内訳といたしまして、入場料

収益が３７２万２,９８６円、刊行物等販売収益が１８万８,８２０円、これは自

動販売機売捌手数料及び刊行物等物販手数料であります。貸館利用料収益が７７

８万２,１５０円となっております。 

 次に、③雑収益は、公衆電話通話料等の３,３７０円であります。 

 ④管理受託収益は５,００２万９,０００円で、これは、尾鷲市と委託契約に基

づく受託費収益であります。 
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 以上、経常収益計は６,１７５万９,３２６円であります。 

 次に、（２）経常費用の①事業費をごらんください。 

 このうち主な事業経費といたしましては、給料手当６８６万７,９７７円は職

員１名分の給料、臨時雇用賃金７５５万６,１９０円は嘱託職員３名分の賃金、

福利厚生費２２５万７,１４７円は職員１名、嘱託職員３名分の社会保険事業主

負担分であります。 

 光熱水費９１６万３８８円、賃借料１６１万８,４７８円につきましては、そ

れぞれ会館の電気代、水道代、映画フィルム賃借料等であります。 

 委託費２,２３３万９,４３７円は、自主事業公演委託料等であります。 

 手数料２０３万６,１０６円は、浄化槽保守点検等であります。 

 事業費計は５,６１０万５,６３８円となります。 

 次に、②管理費をごらんください。 

 この費用は、文化会館の維持管理に係る経費であります。 

 このうち主なものは、臨時雇用賃金２４９万４６１円は、嘱託職員１名分の賃

金であります。 

 次に、委託費１３４万２,３８１円は、会館保守管理業務委託費であります。 

 経常費用計につきましては６,２２６万４,８０８円となり、経常収益計から経

常費用計を差し引いた額マイナス５０万５,４８２円が当期経常増減額となりま

す。 

 この当期経常増減額から法人税、住民税及び事業税４７万４,０００円を差し

引いたマイナス９７万９,４８２円が当期一般正味財産増減額となり、当期一般

正味財産増減額に一般正味財産期首残高３,９２３万６,９９２円を加えますと、

一般正味財産期末残高は３,８２５万７,５１０円となり、７ページの貸借対照表

の正味財産合計と同額となります。 

 次に、１０ページから１２ページまでは、先ほど説明いたしました正味財産増

減計算書の内訳表であります。 

 公益財団法人に認可されたことにより、平成２４年度までは法人会計のみの経

理でよかったものが、平成２５年度からは公益目的事業会計、収益事業会計、法

人会計の経理が必要となっております。 

 公益目的事業会計は、公益目的事業を実施する会計であり、文化振興会が実施

する自主事業及び尾鷲節コンクール等の共催事業並びに貸し館事業でありますが、

教育委員会が実施している成人式等も公益目的事業として取り扱われております。 
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 公益財団法人事業を毎年度継続していくためには、公益比率が５０％を超える

ことが条件となっております。平成２６年度の公益比率は８０.９％ですので、

公益目的を果たしているものであります。 

 また、公益目的事業会計の経常収益計の金額よりも、経常費用計の金額が上回

ることが必要であります。これは、１０ページの経常収益計が４,６７２万４,１

７６円に対しまして、１１ページの経常費用計が５,０３４万８,７２２円であり、

３６２万４,５４６円上回っておりますので、条件を満たしているものでありま

す。 

 次に、収益事業等会計は、主に営利を目的とした貸し館に係る会計であり、法

人会計は文化会館の維持管理をするための文化振興会の運営等に係る会計であり

ます。 

 次に、１３ページには財務諸表に対する注記として、重要な会計方針と基本財

産及び特定資産の増減額及びその残高の内訳を記載しております。 

 基本財産の定期預貯金３,０００万円は、ごらんの金融機関に預貯金されてお

ります。特定資産の当期増加額は８３万３０５円で、当期末残高合計は４,６９

９万９,８１５円となります。 

 次に、１４ページは固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高の内

訳であります。 

 次に、１５ページは財産目録ですが、貸借対照表の詳細となります。 

 Ⅰ、資産の部では、流動資産合計３１６万２,５４７円と固定資産合計４,７３

５万１,３８４円を合わせた資産合計は５,０５１万３,９３１円であります。Ⅱ、

負債の部では、流動負債合計２２４万７,１５１円と１６ページの固定負債合計

１,０００万９,２７０円を合わせた負債合計は１,２２５万６,４２１円となり、

資産合計から負債合計を差し引いた正味財産は３,８２５万７,５１０円となりま

す。 

 次に、１７ページには、５月２２日に実施しました監査報告書を添付しており

ます。 

 以上をもちまして、報告第８号「公益財団法人尾鷲文化振興会の平成２６年度

事業報告及び決算について」の説明とさせていただきます。 

議長（村田幸隆議員） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ただいまのところ、質疑の通告はございません。 
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 御質疑、ございませんか。 

 １１番、奥田尚佳議員。 

１１番（奥田尚佳議員） 報告第８号「公益財団法人尾鷲文化振興会の平成２６年度

事業報告及び決算について」、質疑させていただきます。 

 ただいま課長のほうから説明がございましたけれども、資料の６ページ、平成

２６年度自主事業ということで１３回あったということで報告がございましたけ

れども、この資料を拝見しますと１３回のうち６回が有料のもので、７回が無料

ということで、その６回の有料の事業収入を全部足しますと一番下に３７３万２,

３８６円となっています。それと、１０ページのほうと比較しまして、１０ペー

ジの正味財産増減計算書内訳表、これの上のほうの入場料収益を見ますと３７２

万２,９８６円ということで９,４００円違うんですね。これは８ページの正味財

産増減計算書のところも、上のほうの入場料収益、これも３７２万２,９８６円

ということで、９,４００円違うんですけれども、この理由を教えていただきた

いのがまず一つと。 

 それから、６ページの資料を拝見していて、例えば一番上、４月２０日にコン

サートがありますね。これ、ロックのコンサートでありますけれども、これ、入

場料が１,０００円で入場者数が４１０人というふうになっていますね。とする

と、これ、単純に掛けると、１,０００掛ける４１０で４１万になるはずなんで

すけれども、事業収入が３９万３,１００円になっているんですね。この違いを

ちょっと教えていただきたいのが二つ目。 

 三つ目として、下のほうの２月８日のコンサートがございますね、これは女性

歌手のコンサートでございますけれども、これが事業収入が２６６万３,４８６

円ということで、それが事業費が７７１万９,０３０円ということで、これ、差

し引きしますとこの１回を開催したことによって５０５万５,０００円ぐらいの

赤字なんですね、これ。この事業なんですが、これは当初の計画どおりだったの

か、その辺、ちょっと教えていただきたいなと思います。 

 その３点お願いします。 

議長（村田幸隆議員） 生涯学習課長。 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） 奥田議員さんの御質問にお答えいたします。 

 まず、一つ目です。 

 入場料収益と資料の６ページにあります事業収入との差額についてということ

でございますが、まず、６ページの事業収入につきましては、入場料の収入、つ



－５１－ 

まり、チケット代プラス刊行物販売収入の合計となっております。 

 こちらの合計が入場料収益の金額と合わない理由といたしましては、自動販売

機の売捌手数料というのが９,４００円、含まれているということになります。

この６ページの合計の中には、自動販売機の売捌手数料が含まれているものでご

ざいます。 

 次に、二つ目の御質問の入場者数とチケット代金の合計が事業収益と合わない

と、下回っているということでございますが、催し物の内容にもよるんですが、

例えば映画等でございましたら、５回映画を見ていただきますと６回目は無料に

なるというようなサービスも行っております。 

 また、チケット販売を行う際にその協力店舗や施設等にお礼の意味を込めて優

待券を配らせていただいているということもございます。 

 また、主催する事業内容については、主催者側から招待者というような形の方

もみえるということで、そういった理由によりまして、ここの入場者数と実際の

チケット販売収益の差額が出ているというところでございます。 

 それと、三つ目の御質問にあります２月８日に行われましたコンサートの事業

収入と事業費の差額が５００万円以上あるという点につきまして、計画どおりの

ことであったのかというものでございますが、こちらにつきましては、この演歌

歌手の全国コンサートの一環として開催をしているものでございます。 

 そこで、当振興会といたしましても、ＰＲ活動等は従来どおりの、例えばポス

ターを張りましたりとか、あとは地元新聞等への宣伝を出したり、また、ＰＲを

するために自動車でのＰＲ街宣を行ったりというようなことを行っているという

ことでございます。また、直前には市内のカラオケ愛好会などにも直接出向いて

声をかけるなど、そういうＰＲ活動も行っているということで、これにつきまし

ては、計画どおりずっと進めているというものでございます。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） １１番、奥田尚佳議員。 

１１番（奥田尚佳議員） 最初の１点目のところがちょっとよくわからなかったんで

すけれども、私が聞いているのは、例えば８ページなんかですと事業収益が入場

料収益と刊行物等販売収益、貸館利用料収益というふうに分かれていますでしょ

う。ですから、自販機等の売り上げというのは刊行物等販売収益に入ってもいい

と思うんですけれども、その手数料をなぜ入場料収益から減らすのか、その辺の

対応がちょっとどうなっているのかなということをもう一回ちょっと教えていた
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だきたいのと、それから、２点目にお聞きしました入場者数と入場料が合わない

という話ですけれども、映画だと５回行ったら６回目がただになるとか、それ、

市民の方は知っているのかな、それは置いておいて、さっきあったチケット販売

の協力店舗とか施設なんかに優待券とかを配るという話ですけれども、それは市

民の方も対象としてあるのかどうかということをちょっと重ねてお聞きしたいの

と、それから、３点目にお聞きしましたこのコンサート、余りにも、５００万円

もこれ、赤字というのは、２月８日のやつ。入場者数も４６０人なんですよね、

非常に少ない。これ、９００人ということを考えると約半分です。その辺、これ、

ちょっと事業として甘くないかなという気がするんですけれども、その辺、どの

ように検証されているのか、もう一度教えてください。 

議長（村田幸隆議員） 生涯学習課長。 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） まず、８ページの正味財産増減計算書の中

の入場料収益について、こちらとその下にあります刊行物等販売収益の合計額が

この６ページにあります自主事業の事業収入というものに該当してくるものでご

ざいます。 

 ただし、この中の自動販売機の売捌手数料については、自主事業のこの金額か

らは省いているというところで、その金額９,４００円を差し引きますと、合計

が合ってくるものということでございます。 

 それと、二つ目のまずチケットのことでございますが、こちらにつきましては、

まず、映画等につきましては、そういうサービス制度があるというのは事あるた

びにＰＲをしておりますので、今後もそういったことは努めていきたいというふ

うに思っております。 

 それと、優待券等の考え方につきましては、通常、チケットを売りさばく場所、

そういう施設に対しまして、店舗等でありましたらそういう手数料をお支払いし

て、その何％かをお支払いするというようなやり方もあるんですが、そういう手

数料を取らないところに対しましては、お礼というようなことも兼ねて優待券と

いうものを２枚程度、１施設等について２枚程度お渡ししているということでご

ざいます。 

 次に、３番目のコンサートについてでございます。 

 こちらのほうにつきましては、毎回、その催し物等を開催するたびに、同文化

振興会のほうでもその結果であったりとか、もちろんそういう次へつなげるため

の検討はしておるというものでございますけれども、このコンサートにつきまし
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ては、あくまでもその演歌歌手の全国ツアーの一環だったということから、通常

この文化会館で行っております演歌コンサート等よりは入場料が確かに高かった

のかもわからないというようなところはあります。ただし、これについては、全

国コンサート一律ということで指定があったものでございますので、この６,５

００円という入場料については、若干尾鷲の市民の皆様にとっては高かったのか

なというような分析はしておるものでございますが、ただ、こうした演歌歌手等

については、全国的な一般から比べるとやはり安い金額であるということで、分

析結果といたしましては、そういうことが考えられるというものでございます。 

 以上です。 

議長（村田幸隆議員） １１番、奥田議員。 

１１番（奥田尚佳議員） さっきの数字、まず数字の話ですけれども、今、課長が言

われたように、その入場料収益と刊行物等販売収益がこの６ページの全部、本当

は全部入っているんだと。そうすると３９０万円ぐらいになりますね、これ。８

ページの入場料収益が３７２万、刊行物のほうが１８万８,０００円ということ

ですので、３９１万ぐらいになりますよね。それで、６ページのほうが３７３万

２,０００円だもんで、そこから自販機の手数料を引いているということかもし

れませんけど、ちょっとその辺の表示の仕方というのはやっぱり整合性がないと

だめだと思うんですよ。数字さえ合っていればいいという、差し引きが合ってい

ればいいというものじゃなくて、もうちょっと会計上きちっと収益は収益と、手

数料は手数料という形で、その辺のことをやるべきじゃないかなと思いますので、

ぜひその辺のところを、これ、わかりにくいですよね、今の説明を聞いても。ぜ

ひ、ちょっと御検討いただきたいと思います。 

 それと、チケットを販売してくれるところに２枚の優待券を出しているという、

それはちょっと僕も知らなかったですけれども、それが市民の方は、これ、お金

を払って行くわけですよね。一番最初のでも１,０００円でしょう、行くわけで、

幾らチケットさばいてくれたって、さばいてくれと言ったら僕だって幾らでもさ

ばきますよ、そりゃ。それを２枚ももらって、その辺が市民の方々で不平等感は

ないのかなという気はするんですけど、その辺いかがかなというのをちょっと課

長にお聞きしたいんですが、そういう不平等感があると言うんやったら、ぜひ今

後気をつけてほしいなという気もするんですけど、いたし方ないのかな、この辺。 

 ちょっとその辺をちょっと御答弁いただきたいのと、それから、最後の三つ目

の女性歌手のやつ、これ、やっぱりもうちょっとこれやるんだったら、赤字幅を
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できるだけプラスに、収益を上げよとは言いませんけれども、できるだけ赤字を

減らすような形で僕はやるべきじゃないかなと思うんですよ。 

 というのは、１年前の２５年度を見ますと、２５年度は歌手を２人呼んでいる

んですよね。２人呼んでいても、赤字が４３０万なんですわ。結構来ているんで

すね、１人の方は６２６人も来ていて、収益が３００万上げています。もう一人

の方は８８６人来ていて５３０万収益を上げておるんですよね。 

 ですから、この辺のところを、せっかくこれ、２月８日に来られた方、大御所

というか紅白歌合戦も出ているような方です。それが４６０人しか来なかったと

いうのは非常に寂しい話でございまして、去年なんか、今課長、入場料が６,５

００円で高かったと言いながら、２５年度を見ますと男性歌手ですけど、前売り

６,３００円、当日６,８００円ですよ。それででも８８６人、ほぼ満席になって

おるんですね。ですから、この辺のやっぱり１事業で５００万円以上の赤字とい

うのは、１回やっただけでね、これ、大きいですよ、やっぱりね。 

 やっぱりこういうのは僕は極力、今、財政が厳しい状況の中でやるべきじゃな

いという気が、ちょっとその辺一般質問になってしまいますのであれですが、こ

ういうのをぜひ考えてほしいなと思うんですけれども、その辺のところをもう一

度御答弁いただけますか。 

議長（村田幸隆議員） 生涯学習課長。 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） まず、６ページの資料のあり方等につきま

しては、また、今後検討させていただきたいというふうに思います。 

 それと、二つ目の公益財団法人としての、例えばそういうチケットの売りさば

きに関することというものは、通常チケットはそういう手数料をもってやりとり

をするものだということで、いかに公益財団であったとしても法人を持つ法人と

いたしましては、そういったチケット売りさばきに対する手数料というのは見て

いくべきであるということは私自身としては判断をしております。 

 それと、３番目の確かに赤字を減らしていくということ、こちらは非常に大事

なことであるというふうに思っておりますが、人選等につきましては、これは理

事会等でも幾つかプロモーターのほうからのリストをいただく中で、より条件の

いい、それは開催する日にちであったりとか、金額であったり、内容であったり

という、より条件のいいところを理事会でも吟味をしながら、もちろん入場者数

がたくさん入るような方を呼ぶと言うことには努めているということでございま

して、今回のこの件につきましては、演歌界でも３本の指に入るほどの知名度の



－５５－ 

方でございますので、こちらについてもこうした金額で呼べるということに関し

ては、条件としては決して悪い条件ではなかったと。しかも、開催日も日曜日と

いうこともありまして、悪い条件ではなかったというふうには思っているんです

が、結果、こういう形になったのは本当に難しいことでもありますが、ただ、検

討体制といたしましては、理事会等でもこういったことは吟味をしているという

ことでございます。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） １１番、奥田議員。 

１１番（奥田尚佳議員） 最後にしますけれども、ぜひ、最初に質疑した件ですけれ

ども、ぜひその辺ちょっと整合性をとるようにきちっと精査してください、ぜひ

お願いします。 

 二つ目ですけれども、やっぱり不公平感がないような形で、同じ市民の方で優

待券をもらった人ともらっていない人がいるというのはちょっとおかしいと思う

ので。その辺ちゃんと説明がつくように、ぜひ今後していただきたいなと思うん

ですけど、それと、最後の件なんですけど、これ、去年の、２５年度のを見ても、

さっき言ったように１人の人は８８６人も入っていて、もう一人の人でも６２６

人入っているんですよね。 

 今回、こういう結構有名な歌手であり、今、課長が言ったように日曜日にやっ

たと言いながら、４６０人しか集客できていないというのは、それも高い事業費

をかけてですよ。もっと文化振興会と市役所でも連携を強めて、もっと市民の

方々に宣伝して、できるだけ今後こういう事業をやる場合は集まってもらうよう

な努力をぜひしてほしいと思いますけど、よろしくお願いします。 

議長（村田幸隆議員） 答弁はいいんですか。できます？ 

 生涯学習課長。 

教育委員会生涯学習課長（芝山有朋君） 御指摘のありましたとおり、今後とも文化

振興会とは情報交換をしながら、尾鷲市の文化振興という観点からしっかりと便

宜をとらせていただきたいと思います。 

 以上です。 

議長（村田幸隆議員） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） ないようでありますので、これをもって質疑を終結いたしま

す。 
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 ただいまの議題につきましては報告案件でございますので、これをもって終結

をいたします。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 以後、お手元に会期日程表のとおり、あす９月２日から６日までを休会といた

し、７日月曜日午前１０時より本会議を開きますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

〔散会 午後 ２時１７分〕 


